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赫豊講塵〔全so余冊〕 ｜蕊蕊義"蕊廻謹
i島田錦藏著定価220円〒30円新削大学のテキスト並びに現場技術群の指導書・参考書

森林施業青 林!'戦野△熟蕊
東大教授･濁専A5判上製84頁 東大助教授 A5判上製90頁i月田良吉著定価220門〒30円

柵榔｡…鶉榮蕩"隙瀞識響峨墜樹

嫌宣麓雛灘｡繩鰯鐺鳶木材炭化I測

菱蕊瀞篭箭鶏某謁墓砿
實用林業便寶緊暮難 畜謁認隆蝉鍔鶚

【内容略目次】第1編測量学(平板測遼・他)，第2編測樹学(立木材積査定 一
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法・他，第3編造林(植樹造林法・他)，第4編識ﾎ利用(運材・他)，第5
東京都千代田区神田錦町1の10

編木材加工(比重・他)，第6編林産製造(木材の組成分・他)，第7編森称

朝倉書店保護(主要樹木害虫・他),第8編防災学(治水の原理･他),第9編森林土木
(林道3個,第10編森林経理(法正林・他),第11編森林の評価(評価の基礎・
他)，第12編森林法規(森林法・他)，第13編木材商業(木材の輸出入・他） 振替口座東京8673電話神田1924
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林業技術第181号 （昭和28年1月）
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☆
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｜”細~細蝋榊瀧涛職場卿榊…剖跨で職淑苦峨
Ⅲ｜"…"｡"・州捌"…鵬噌……“葦繍即臨嘉篭篶麓欝舟撫畿雪潔憲鴇争鰯雲参

篭…･･‘･･….: i .あて字はかな書きにすることにきめてあるが，忠実にこれをまもると，電報のよ

!"| '登撫嘉皇鱗籍維蝋噌唯ゎ…縦棚紬幡
ﾆﾆｰﾆ！ ；…したの蹄んでみると…妻んざらわる〈ない朧かりで厳く,一流の肝噺聞
|書I やしたし…いとい制唱雑継龍約で零塞…れ愚よう健蔭つた。

！ ＃ 専門用語に燭剛限淡宇を使ってもさしつかえないとしても，茂るべくことばを改・． ．． 』

~ 職……………

iき； 率･ﾐｼﾖｯﾄｺガ…と響けば読みやすくなる｡わたくしが瀞壁タネと書
i_._ ..._.. くようになってから2年ばかりになる鍼いまだに種と書いてタネと読蚤せる人が

嗣雪:蕊霊簿雛篁鱸鴛う…織剛撫雌｡．
！ 漢字率30～40％が読みやすいといわれるのに，加納氏の調査によると科識難瀞貯

胸；麗蕊罵瀦懸茎も撫驚零鱒聯藍患鴬鴛
~…一 ’ と， 40％に近づくことがある｡漢字30%,びらかな50~6修,カタカナ､~201 影という鵬臓…る。
中

｛ 多いとおおい，大きいとおおきいなどはそれぞれ一得-含失があるが，少くないは
村 ； すぐないと課まるおそれがある｡はなはだ･いぢじるしいなどをことごとくかな書

} ｡，きにすることは，わ赤らわしい気もするが，馴れれぽさしつかえない攻うである。賢
＃ なお文章はなるべく簡単にして，厳くてすむ文字は1字でもけずりたい。しかし

太 ； ある有墹な文士は,節の維りのるの,学が最後の行へ移ることをきらって,校正の
郎 際に書き加えたと聞いたことがある。

かな響きには学識がふえる欠点がある．たとえば林業撰術1真理00字詰として
漢字率50％を33％にさげるには,1200字の漢学が800字になるように， 400

字をか底響きにする必要がある。殆ど･機ね･最もなどをか意響きにすることを考えると，400～600
字ほどふえそうに見えるが，実際には文章をやさしく書きかえるため，それほどの差はおこらない

●
可

?』

1
口

q

‘

U

O＝

吟

OI
L

心

房

であろう。たとえば増加するを具ます．ふえるもしくはふやすと書けば字数はかえってへる（減少
する）〔ことになる〕｡、漢字のおおい文章はおおむ粒書きなおす必要があるゆえ,字数はふえるかへ
るかわかりかぬるが,文章をわかりやすく啓〈ように蕊力している人は,書きかたに注意している。
わたくしも字数を節約するために甚だ．少いなどを漢字で書いたこともあるが，これからはなるべ

〈かな書きにしたいと請えている､字数がいくらかふえることはそれほど気にする必要はない。
なお十分．普遍などのように使いなれたものは，すくなくともわれわｵLには漢字の侭う力蟻みや

すいがシこれらもおい諸いかな書きになるであろう。びとつの文で同じことばをあるぱあいに漢字
で書き’あるぼあいにか急書きにすることは望ましくないが，かな文字があまりたくさん続くとき
は’その一部を漢字にするか，句ぎりをつける。これに反して漢字につづく動詞は，当用漢字であ
っても，かな書きにすることがある。

文章の戦ﾘﾂ家で蕨いわたくしが，この問題をとりあげたことは適当でないが，加納一郎氏意どの
意見を参考として文章をわかりやすく書くように注意していただきたい。

－－

嘩者）東京大学農学部教授
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民有林行政の在り方用
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識嘗の充実が識もば多くは目的を達し得られるものであ

る事において溝やである。

街以上の問題について更に子も入った検討まして見た
いと思う。

一体公共事業とは如何なる憎猫のものぞあろうか。

一一勿論鞠菱の考え方であり，アメリカ占領軍の落し子

ではあるが一一。

大体常識的に云って社会の綜合生産力発展の基盤，乃

到ま国民福祉発展の基盤の整備拡充をなす公共建設事業
と云って差支えないであろう。

即ち，治山事業が林野としての国土保安的織鑑維持
恢復する事を主眼としており，他の関連産業との綜合的
関係，魂ま社会公共施設乃至像国民福祉に重大な関係あ

るものとして公共事業としての性絡に誰泌しも異論はな

いであろう。然るに造赫,林道の2事業は結果的には林

野の持つ国土保安的棲能の充実は附随的であってその経

涛的織陰の充実こそ第一義的壱あって国土保安的織昌は

第二義的に考えて事業を実行すべき怪絡のものである。

然為に現実に林業政策としての露り上げ方は前述の通
り林野の持つ霞土保安的騨翫城調迂ら郷，国土保安的

織昌の充実を目標として経済的織層の充実力鶴二義的に

追求ぜられておる形である。即ち森赫生産力の発展を第

一雛とした産業政策的見地より此の問題は採り上げられ

てない錨犬逵ある。

此の事は叉森赫生産力の発展に最も直接的な挺子とな

る造練助成政策力瀝史約にも明治坐年の第1期治水事

業以来治山治水事業的見地より開始せられた所にもその

性絡の一斑力蕊えるのである。

然るに一方現実に日本森林の現状はどうであろうか，

林総協仰木重薫氏の調査によれば褒状の朧f癖力誰移す

るならば既開発林に於ては，用材林は今後16年間〃薪

炭林は僅かに10年閲lこ伐り尽されてし堂うと発表され

日本林業の危機が叫ばれておる現状である。

吾鳧は如何にして此の危機を克服すべきか？之力観

在吾為林鐸iE課せられた当面の，叉は今後長期に亘る

最大の課題である。

何は兎もあ＃⑩吾舞は何をおいても造赫，次が林道一奥

地林の開発経営集約度の向上一之以外に此の危機を克服

する最後の手段はないのである。即ち結局の所縦称野の

持つ経済的機詣の充実以外に手段は毒し金のである。従つ

現在の民有林行政の主要なる事業はな入であるかを考
えるに，なんといっても一霧大きな事業は公共事業喪関
係の仕事であり，次は森林計画関係のｲf議壱あろう。之
が民有林行政の二大支柱である。その他保安練,林業種

苗法関係の伐事と細かいものが沢山あるが以上の二つを
中心として民有称行政の在り方について考察を進めたい
と思う。倫森株計画関係の仕事には此の事業を補完栽唐る
ものとして林業技術普及事業がある，之は仕事の性質上
森林計画事業に含めて考えたい。

先ず公共事業費であるが,之は更に治山,造林,棟道
の3事業に大別登られる｡此の中治山事業は公共事鞍
の約半ば詮占めておる。即ち昭和27年度公共事業愛90
億門の軸上の事業費は蝿億円を占めて圧倒的愈泰業量
である。次は造群事業臓26．8億円で30％弱｡林道事
業は199憶門で22%強である。

而して治山事業は林野の荒廃詮復旧叉は防止に主膜が
鐙ヵ鋤⑩直装森林生産力の発展には消極的なものである，

即ち林野の荒廃蝉よる森林の経済的機能の喪失一森林の

未材生産力鱗層の喪失一に伴5,土砂崩壊,洪水防止等
森林の持つ国土保安的機能が強調され，その機能の恢復
を目標として紫り，いわば森林の濫伐，濫採の跡仕末に

巨額の国費が注入されており，之が林業曇共事業費の骨
格をなすものである。此の蕊は造林,称道の2事業が直
接森林生産力の発展に積極的意義を持ち乍らその点に着
眼造られず，造林としての国土緑化と林道の婆共建設的

事業の性楕に着眼辻られて公共事業として治山事業と共
に一括ぜらｵL，治山事業のおそえ物の如き観を呈し･亡毒s

るのとば淘に対照豹である。

城倫林野の持つ国土保幾的緯昌と経済的綴目は個灸に

理解すべき･をなく統一的に理解すべきであって， その

何れに重点を鮨いて施策をするかはその事業の性斑とそ

の事業実施の時代的要講によって決せらるべき問題Gあ

ろう。即ち後述の如く日本林業の危機が叫ばれる現在，
此の嫌な林野の持つ国土保安的機龍を強調した行政の在

り方が此の際妥当であるか否が』重大なる反省蕊加薙ら
るべきものと思う。特に一般的に云って林凝の持つ国土

保安的溌昌の喪失はそれ以前に経済的識眉の喪失動詑行
するのが雪-．般的であり，国土保安的機詣の充実は経浩的
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嘩者う国策パルプ株式会社木材部長
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小滝：民有林行政の在り方

＜此の見地より，造林,称這の2事業力現直され，綜業

としての産業政策的見地より大盈的仁推進通らるべきも

のである。

過去の乱伐，乱採の跡仕末に43億門の国菱を傾けて

寵鋤顯勺な森林生産力の発展となり延いては国土保安的機

能を充実する造称に僅かに27億円林道に20億円弱の

国擬とば’一体既開発林が丸裸となる10年, 16年後

には政府は何百億，何千億の治山事業費惹支出する積り

なのであろうか,本末顛倒では燕かろうか,危機の克服

ﾙ笈今からで鱈そくはない，劃期的な産業政策的見地に立

った造林政策,称道政策の確立推進こそ林業政策の在り

方看あり1民有林行政の在り方と信ずるのである。

（勿論力繰に申上げても筆者は治山事業の重大性を否

定するものでない｡）

次に民有称行政の大きな;住の一つである，森林計画事

業であるが,之は昭和型年の森林法改正以来,森林組

合の設立と共に，民有林持業の計画化として，民有林の

施業計画化力謹為として推進詮られて来たのである，然

しその結果は，太平洋戦争の勃発，敗戦後の癖I簿仁よ

って充分なる成果をあげるに至らなかつ挺。のみならず

此の場合の施業の計画化と森林組合の強制加入制は国家

強権的統制的色彩を持っており，日本の零細森林所宥の

地主的或は財鐵勺経営の性猪と適合せず所期の成果をあ

‘げ得なかわた大きな原因だったのである。

然るに今次の森林法の改正は施業計画と森藤組合の強

権的統識勺部分は森林計画事業として国家の直接の責任

とし，森赫組合は任意加入の協同組合とし種専ら経済事

業に専念ぜしむる事としたの壷あるが,基本的には森林

所有の地主的或は財産的経営の問題には全く手をふれて

ない。勿論今次の改正により旧森林法になかった林業技

術普及事業力噺に採り上げられた事は一つの犬きな進歩

だと云ってよい。此の事業は従来の施業案が国有林施業

の亜流を<人で森株を単なる物的存在として看，その国

家権力のみを意識してその背後の人を見なかった考え方

に対し，森林を一つの経営体として考えて，その経営者

（叉は所有者).詑国家権力差背景としなﾙ､技術普及の対

象と考えた事は従来の林業政策に見られなかった進歩し

た点である。然し現集の日本の森称所有者は前述の通り

独立の産業としての称業経営と云うよりは他産業との副

熱勺財産的経営であり，叉地主的経営であって産業的経

営者と看る事は出昏睡い。然るにその森称生産物は日本

経済の工業化，高度化と共に産業的経営が要求せられて

素り，此の点に今後の民有林行政の在り方に重大なポイ

ントがあるものと信ずる。

此の点を更に詳細に検討して見よう。森林生産物の主

要なるものの木材，譜淡の需蔦の謹鍔諏何に変化し

その鋼11に応じた搾溝攻策の樹立について検討して見よ

う。（以下数字は民有…覧より）

薪臓こついてであるが。先づ木炭の生産を見よう，戦

前昭和5年の生産侭172万唾最高生産愛は昭和]､5年の

295万屯で現在（昭和24年）は180万屯に過ぎない。

一万人口は昭和5年6445万人から溌在（昭和24年）

8233万人,差引並88万人，27.7％の鱈伽であるから

国民1人当りの消蕊殿は2割5分にも及ぶ減少種ある。

次に薪は同じく昭和5年6063万層穂石，最高は木炭同

嫌昭和15年の10,628万層積石を現在偲和率年）
＼は6700万層職石，昭和5年に比し国民1人当りの消費

趣は木炭同種2割5分に及姦減少である。

次爬木材であるが昭荊5年の木材消費麓は6,361万石

で国民1人当りは0.987石であった，最高は昭和19年

の10,639万石，国民1人当り1.447石で，現在（昭

和24年）は8,0“万石で国民1人当り0.977石で猪

んど消奨霊に変化はない。然しその消謎の内容は変貌し

つつある事力翰かる･即ち昭菰13年度の需要の実相は

総需要職が7,702万石で〃内坑木，パルプ用として直

接砿工業用原料として需要されたものは706万石透全体

の9.7％を占めるに過ぎない。然るに昭和26年産の需

要麓は9,649万石で，その内坑木，パルプ用は2480万

石で実に25.7％を占めておる。

即ち以上の事より薪炭としての木材消費量は減少傾向

にあり，木材の消費は従来の建築，包裟用材と云った一

般の木材･消費よりも鉱工業用原料としての木材の重要性

が急激に墳加しつつあお事が看取出来為のである。

殊腫此の傾向は北海道に甚だしい，即ち昭和5～9年

当時の木炭生産量は4,500万賃乃至5,000万賃であり

薪朧600万乃至700万石の消誕であった。当時の人口

は270万人から280万へであり，現在（昭瀦”年）
は人口が430万人,即ち人口は6~7割糊側しておるの

に対し薪の消餐量け全体として変化なく700万石程旋で

あるが，木炭の生産幟実に2000万貢乃至2200万賞に

激落しておる。一方木材の消費愛は当時1010万石程鹿で

あったが現在臓1,130万石で1割強の増加であるが，

その需要の内容侭昭和5～9年当時は詳細の内容は不明

であるが，当時の石炭生産澱は700万屯，パルプ生産量

は13万屯乃至16万座である事エリ考えて全木材需要

戯の2～3割を占めておったであろう。然るに現在は坑

木，パルプ用は1，130万石の内560万石を占必て実に

5割を占める現状である。

以上の如く吾為･の森林の生産物たる薪炭，木材の需要

内容Z城きな変貌を遂げつつある蕊は如何に理解すべき

』
一

一

｡
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小捷：民有林行政の在り方

であろうか。之は日本経済の工業化の進展，或は木材関

係産業の工業化乃至は高度化の進展と錘解してよいであ

ろう。従って今後の林業政簸は此の麗業高度化に適合し

た政策をとらるべきであることは論を侯たない所である

5。従って現在の民有林行政の在り方，即ち従来の零細

森林所有者対象の森称総合事業の推進lこ，或は叉国家強

権的色彩の強い森林計画悪業の推進にも，重大な反省を
加えら審べきであろう。

即ち前段②公共裏莱の中の鐵氷,様道の2事莱騨つい

て．産業政策的見地より反雀を加えらるべき事を述べた

饗篭懸繍:撰鱸蕊繍雛
政策に祇換すべき種あろう。叉林業経営の内容的に云う

ならば従来の地主的財産的経営の林業より－此の点は外

見的な国家強権的統制とは融合jぜず,従蝦の林業政策貧
困の大きな原因壷なした一産業鮒林業経営の確立に転換

寺る事であり，叉此の事は所有と経営の問題或は日本の

零細林業所有の問題にふｵしる銭も基本的な問題である。

然し乍ら此の問題の解決なくして前述の日本林業の危機

の克服は不可能であろう。即ち造称の問題も練逆の問題

も，産業的林業経犠確立の問題を中心として綜合的に把

握さ"',て始あて問題の解決がなされ，日本林業の危磯も

克服されるものと確信する。叉民有林行政の在り方も

此の問題を中心として展開さるべきものと確信する。

最後涯蛇足詮加えるならば此の間題紘ひとり民有林行

政の問題の‘承ならず国有林行政の問題についても此の点

から爾大な反省を加えるべき時ではないかと信ずる。

（週52.年浬月）

｛
】
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南洋制及び牝洋材の輪移入掴.があり，そのためにわが国

の森林資源は温存されていたとも云えるが,最近は木材

輸入力参少好転したとは云腰っても全伐採量の1％程度に

過ぎない実情である。

このように無計画に森称資本を喰いつぷすことは森林

の破壊と国士の荒簾を招く結果と瀬るので，26年8月森

林法が改正実施されたことは既に周知の通りである。

した添って改正森林法の実施によって，適正伐期令級

以下の森林が，その伐採澄猛成長班の限度に止められる

､こと』なれば，需給のバランスは大きく破れることLな

る。改正森林法の施行によ､って森林の経営が合迦とせら

れ，乱伐が防止せられても』木材の需給が円滑を欠き，

国民経済の運行が阻止せられるようなことになっても困

る。この両立しがたい2.つの問題な解決す潟たあ政府は

26年8月24日の閣議に藷いて’木材需給対策を決定

したことは周知の通りである。

従って，奥地未利用林茎開発して木材供誇の増加を計

ると共に，消費の節約,矛蛎の合理化を強力に推進する

一方，外材輸入を促進すると云う方針は，今後も縦けら

れるであろう。

永翰需縫
一=－と＝=－

その合鍵化1二ついぞ
一コ＝＝グー血.､凰也マーーマ門＝マーマ壷一一一…凶、上型＝＝＝ー1五一一五F‐

田中重五

1．木材需給の趨勢とその対策

戦時,戦後の過伐i驍髭によって，森繍讃源の消耗は甚

だしい上に,木材,薪炭に対する需翼厳極め恒旺雛なら

のがある。即ち敗戦と同蒔に，莫大な戦争絹木材の需要

と占領地に対する輸出低不用とな鐘つたが，戦時中に失わ

れた住宅,宮公衙．学佼，工場，病麓倉庫,船舶，鉄

道等の復旧や，パルプ,石炭をはじめと寄る塞幹灌業の

復旧乃至増設及び昭和25年6月朝鮮動乱勃発後の特需

の増茄等によって，木材に対する需要は〃昭和23年度

を100とすると，24年産116，25年度エ27， 26年度

139， 27年度皿2と年益増加の方向を辿って､､る。薪

炭材の需要は，教庭用の需要の増加はあるが，代燃自動

車のガソリン車への転換による需要域があり，年々’億

石を若干上廻る程度種酪一定している。

最近3ケ年間噴獅24年至昭和26年)に恥ける用
薪炭材の平均の立木伐採量は2徳3千万満にも達してい

る。28年度においては，更にこれ壷若干上廻るものと

予想している。

一方:つが国の森林費源は，今次敗戦により』樺太のパ

ルプ資源と，朝鮮，台湾などの領土麓喪失した結果,戦

前に姥べて林野面積で45％，蓄積で34％堂失うに至

り，現在残された総蓄積は，針広相半ばする60備余万

石左擁するに過ぎない現状である。しかもこの中には，

開発困難な森林の蓄積が6％包職湊れてぃ覇ので;利用
可能の蓄積は56億6千万石であり，この内慨開発称の

蓄羨24億3千万石（総蓄積の40％)，この成長魁8,240

万石，今後純道の延長,新設によって初めて利用し得墨

蓄積32億3千万石（総藷穣の“％)，の戒長歎8星β00

万石であるから，最近3ケ年間の開薪炭材の平均立木伐

採量は，既開発称分の成長澱に対して億2.8倍，将来の

未開発株分のそれ左計算に入れても，街1．4傭に当り，

甚だしL､過伐となっている。

戦前は木材需要量の2割以上に並ぶ，米材，沿海ﾘI1"

皇

2．昭和27年度の木材需給と利用合理化

27年度の木材供給面誼検討するに，国内生産に期待し

得るものは，国有林から2300万石,民宥林の既開発

林から6000万石，未利用称の開発艇よる分から300万石

年度からの

0万石を合

合計して8600万石がぎりぎりの縦で， 26
繰越材の唾込み500万石と，外材輸入22

強て，9320万石が，総供総鐡と押えている。

本年度_I二半期の生産麓は諭年同期に比べて約300万石
と

の賊と踵って鐺り，前記8600万石の生産を上廻ること

ば予想できない。

26錐度からの繰越材から500万石な充当することは，

．…昭和26年8月から実施となった改正森林法猶見込

んでの雛が，26年度中に棚当顕著に行われ｡各部道
膨展からの報誉によると26年度の錘謄量は前年度より

2600万石も塘加し迄いる。この内1500万石は26年度

前半の経済界活況の総要に卿Ⅸきれたが，残り1100万

石が26琴変から27年度へ在荷鼠この増として繰越され

ている。．.….このような壽憶から，本年農沐材需給の

繼祁に大いに役立っているわけ・筐，その充当は容易であ

る。

外材の輸久については，220万石期待しているが，こ

の内ラワン材を中心とする甫洋材は当初150万石室計画

していたのであるが,輪田，特需用以外瀝，一般建築，

建具,家具方面への需要の増大と海上運賃の低落によっ

て’鮠入力話溌となっているので，200万石の輸入は期

待できる見透しである。戦前南洋材は平均して年間160

今

I

(篝者）称野庁林産課長
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田中；木材需給とその合劉上について

るものと鑓還している。

2．蕊パルプ

本年度,新日本パルプ，寿撒鰐,新設光パルプ拡張羊

産9000トン，その他既殼の生龍を合登て，38万石の木

材節減ガ呵能である。

3． パルプに故紙回收

本年2月11日，趣窒省の省議にはかり故紙回収を実

施，その詞とを図っているが，本年度2億4600万ポン

ドを回収して66万石の木材節減を期している。

4． パルプにノット利用 、

本年度19‘800トン左回収して，396,000石の木材を

節用ぜんとしている。
／

5． 坑木枕木の防腐

本年度内に坑木16万石，枕木170万石の防腐処理を

行い，耐露鍵の延長Iこよって93万石の木材の消聲節

減ができる見透しである。

6. P．sコンクリート

本年度20万本，その節減4万石とみる。

7． コシクリートボール

本年度43,000本，節裁量52,000石。

8．耐火建築

わが国では，年間蝿21000万坪の鐸が,行われてい

るが，火災その他により700万坪内汐iが焼失していると

云われる。耐火葱鍵の助成（本年産助爽金は2億円とし

て耐火愚蜜錘と水…費との霞懇について助成を行う

ことになっている｡）によってその建蕊を俺堕し,年鐘

焼失している2千数百万石の木材浪聲を防止しなければ

ならない。本年度40万坪で80万石の木材を節用寺る

見透しである。

9．ダンボール

〆ンボールは軽快で運賃壷節減し，寂鍔I便であり，

弾力に嵩んでいるので円,外部の衝撃に堪え，その表面に

商標その他広告用図案の美麗な刷込容易で且つ，内容物

の麹&'腐敗等も速力#こ発見し得られ,包装目的から見
たダンポールの価値ば木箱より遙かに憧れているのであ

るが，品質の劣等，木箱より高価，荷役設備の不良等に

原因して，わが国では雀だその使照は振わない。アメリ

カでは全貨物の85％が変ンポールで包装されているの

は以上の欠点が完全に解決されているからである。包装

費材に1000万石以上を潜費しているわが国でば，以上の

欠点を急速に解決して，その消擬の節域准期牲ねばなら

ない。本年産は88万石の木箱をダン讓一ルに切替えて

81万石を消費節減する予壷である。

10．繊維板

ハー･ド蒙一ドは木材利用合理化の花形として昨年度登

万石，最磯鰯の昭和13年で260万石であった尋とを考

逐ると，この輸入は既に戦前の域に到達しているものと

考えられる。

一方米材は当初70万石の輸入を期待していたのであ

るが，国内材価に対比して割高であった関係からその輸

入確保は極めて悲観約潅あった。しかしながら最近にお

いては国内材価格の急騰にひきかえ，海上運賃力泄界経

濱界の不況でひと頃より石当り千円内外も下落したこと

などから本年度下半期以降弓陰が蝿となり,満船輸入
の実現などで当初計画蛾の輸入は困難罎あるとしても20

万鱈程度は確保できよう。このようにしてみてくると，

前記9320万石の供給篭は，限庭であるように考えられ

る。

然るに需要面は,何うかと云うに， 26年後半期以来

の世界的な景気の後退で， 27年に入って更にボンド地

域の輸入制限の強化，軍披操延べに伴う雲資材･の需要

減退,一般物価の低藩金融難等現在に至るも筒深刻な
犠相を呈しているが，大口消費のパルプ，坑木,建築包

装部門等その後の動きをみるに需要減退の傾向は少しも

現われておらず，今後電源開発，行政協定に基く防衛隻

金の投下等にて，当初予定の需要麓9966万石寺若干上

廻るとさえ推測される。

斯ろ需給の関係から差引不足の646万石は，現在進

行中の木材利用合理化によって，その節減謹図らなけれ

ばならない事情にある。

木材の利用合理化の必要性について，強く叫ばれだし

てから既に久しいが，木材は日本人の生活様式にあまり

にも深く瀞噛込み著通化している。木材稔入手し易く且

つ安価な材料であり，木材がその本来の使用目的の外に

むしろ他の盗材の代替としてさえ使用さｵしているの愈吟

までの実情であって，木材利用合理化，消賓節約の必要

性を認識させ，これを徹底普及することは，しかく容易

なことではない。要はたゆまざる啓蒙，宣伝〃勧奨によ

って，国民④自覚に侯つことが必鱈ごあると同時に，利

用合理化のための企業への謹資，助成について国の力強

い施策が要望される。

然しな殻ら一方利用合瑠上の為の蒲実な歩みが,歩，
一歩進められていることも事実であって，心強い限りで

ある。

次に，その本年度の見透しについて，ふれてみること

にしよう。

1．竹笹パルプ

泰年風月日本製紙の生産拡張60001､ンに対し，開発銀

行からの融費5500万門が決定，12月18日落成の上，

生産に入るので，本年度内木材節減職はユ2万石に逢す

~
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田中：木材需給とその合理化について

これも27年度と同様396,bOO石を節約う-る目標でノ
ットの利溌を促進する。

5．坑木，枕木の防腐

坑木61万石，継木210万石の防腐処理で，耐用年数
の廼畏により，1,355,000石力櫛約できる貝込歪ある。

6. P.Sコシクリート

28年度は445,000本を計画，89,000石の木材芝節減
すあ予定で:ある。

7． コンクリートボール

前年度辰艤43’000本で，52,000石を節約する計画で
あ墨。

8．耐火建築

28年度は80万坪の耐火羅鍵を助成, 160万石の木械
詮節約する計画である。

9． ダンボール

28年度は農産物（リンゴ，ミカン）を対象とするn7-
万石の木箱を，ダンポールに罰替えIO8万石の木材を節
獄する目標で鱈陰する。

10． ブナ単板箱

28年度，日本通運株式会社他2新設年産180,万箱を
生産する計画で,開発銀行からの融盗3千万門を計上，
6万石の針率用材の節械を目標としている。

奥地林の開発によりブナの生産ガ蝿犬する傾向にある
ので，この利用拡大は針葉樹用材の不足鞍補うたあ涯も
必要なことである。

11．繊維板

28年度の"､＝ドボード新設工場は，6社轌21,700ト
ンの鑑藍を計画し，2億6千万門の開発銀行からの融資
を螺寺,凱譲のものと合せて42万石の木材を鴬職ずる
ことを期待している。

1飯亜羨ブリケツト，煉豆農の増産，鋸屑利用

亜炭プリケツト2万トン工場新設，開銀から5千万円；
の融資を仰いで，この実現を図り，煉雇炭の増滝鋸屑
の利用等で160万石の木獄節減を予定している。

木材利用合理化の方策としては以上の外，坑木に，鉄
柱カツペ，ルーブボルトの代雨，生活操式画轌,燃焼
器具の改良等，色片あるが，わが国森林費源の現混か
ら，広葉樹の利用促進の必要性も亦みのが樫ない事実で
ある。木材利用分野において針葉樹9劉に対し，広蕊樹
利用朧エ割に過ぎない現状壱,森林蕊源の枯渇という現
実は1針葉樹の柚渇な意環するもので，広葉樹としては
なお根当量の蓄識が残存している。今後奥地林の勇発に
よって広葉樹の生産が増大する懐向にあ為ので，針葉樹
利箔分野に,広葉樹を広く置き換える必要がある｡建築，
家具j包装用は切論のこと,パルプ用材として広葉樹の
利用左真剣に毒えパルプ化のための鐵睡び採算上難
点を解決してその利用の増犬を図るべき段階にある。

28集度の木材需給が，困難視され為胆当り，木材の
矛蛎合理化勃滅期の目的を達成するよう;歸念しつ土筆を
揺ぐ。 （1952．］2．7）

場しだが，本年産は，日興産業に対して3500万円，岩
倉組に対し，3200万円の開発銀行からの融費が決定，

市中銀行からの融盗も仰いで，その設立詮間近腰ひかえ
ている。三井木材その他に詞,､＜も各地で設立準備中で
ある。本年度はこの生産によ･で18万石の木材消費を
節減する予定でい為。

11． ぞの他

26年庭中に，代燃自動車ガ･ソリン車へ全部切換えら

れたので，本年度薪炭材の節用は2000万石に達し，人口

増加等種よる燃料需要増加潅も拘らず，大いにその需給
緩和に役立っていることば窪；‐べきであろう。

叉煉豆炭,亜炭ブリケツトの増産,鋸屑の利馬窯にて
160万石程度の木材節用を鄭待している。その他大ルプ
用赫へ広蕊鋤を混用,坑木に鉄柱カツベ，ルーフ紫ルト
の代用等それぞれの分野に3sいて研究され実施されてい
ることは，周知の通りである。

3．昭和28年度の木材需給と利用含瑳他
昭和28年度に溌ける木材需給について概観するに，

その供給面は，公共事業費の確定しない現在においては

明確な数量の計画はできないが， 27年度と犬差ないも
のとみ証ぽ，森林の現況からして国内生産に期待し得る
ものは，鐘い這い9000万石程度で，外材の輸入を300万
石と大きくふんでも，その総供給量は9300万石内外で
あろう。他方消喪面に詣いては， 27年度と対比して各
用途共減少の傾向は見られず,むしろ駐留軍，防衛隊，
瞥備隊関係の建築雨材,､電源開発その他土木用材，造
船，車輌,パルプ，坑木等の特殊用材等盈何れも需要の
増加談見込まれ，需要総量は1億石を若干上廻ろものと
の見透しである。

しかも28年度においては， 27年度からの鍵材が
通鴬のランニングストック乃至はそれ以下と予想さがる
ので， 28年度における木材識合臓， 27年度より好転
すると云う貝透しばたたない。

したがって28年度に詣いては，外材輸入と奥地称の
開発促進以外腱,木材利用の合劉醗職く要請さ瓢るこ●

とは必然である。

28年度における木材利粛合理化の推進計画は次の通
りで，これによって概海800万石の木材の消費護節減す
る目標で，融資，勧奨左行う予定である。

1．竹笹パルプ

28年産北海製紙窪パルプ3600トンの新設に,開銀か
らの罵嬢3500万円を仰ぎ，日本製紙等磯譲のものな合
せ，木獄18万石を節減する計画である。

2．蕊パルプ

寿紙料東信の拡狼，詞l蝉紙新設其の他既設の生潅潅
合せ,木材換算68万石を節約する予定である。

3．パルプに故紙回收

27年度と同様，2億4600万ポンドの故紙回収によ
り66万石詮節減する予定。

4．パルプにノツI､利用

』
《
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驚
くき§のではないかと思います。普及員の紫斑の

問題は普及事業の死命を制する誠に重大な尋噸で

あるだけに差迫った問題とし･迄，地方公務員の職

階側の確立に当っては，どうしても普及員の職階
がその重要性を認識されて正当に格付され，普及

員が身粂上に何等の心配なしに働くことが出来る
ようにしなければなりません。

（2）普及員の配置その他

普及員の定農は当初1,120禍でしたが，本年度
約5パーセントの節減斗方って頚洋10“蕊上舞一

昭和24年6月林

約5パーセントの節減となって現在1,066名となっ

野庁指導部に研究普及課が設置されて，始めて発
足した林業技術の研究普及体制も既に3ケ年傘を経過し，'その剛関係

各位から多大の御協力，御媛助を得てようやく，今日あるを得たとこ
ろでありますが，以下少し〈現状のあら表しと将来への希望を申し述
べ》各位の御批判と御叱正を得て，更に本事業力勒果的に推進蓮営す
ることが出来れば幸雀の至りであります。

、

（1）組 職

普及業務の系統は最前線で森科斬有者等に直接接している地区技術
普及員が普通，地方事務所に配避され，これをバックアップして県の
林務部諜に事I'職術菩及員が経営,遥林,保謹,防災,利用（加エと
化学）別に卿ﾂを担当しでい毒す。そして全国の総括をやっているの
が林野庁の職院蒋及課というわけです．これ等の関係を図示すると次

林業改良普及の組織 一
〕

、

』

国

辱

ています。予灘罐員とは趣を異にしますが，専
門鍵箭普及員301名と埴区技術普及員765橘が第1麦『洞誰技術替及員配置表」の通り全国に配置
されています。

ここに二つの問題があると思います。即ち一つは，普及員の数の問題でありますb現状を以てし
‘ ては余りにも少いということであり蚤す。他の一つは普及員の配澄を重点的に毒照する必要はない

かということであります。

地区捷術諜及員1人力麺当する森林面穣が2万町歩から多くは4万町歩に達する広大意地域に及

(筆者ツ林野庁獅究普及課長

－－－8 ，一一一



原？林業普及事業の現状と二，三の希望
一一一一一画一 一一 Jr－－－－－－－ 一

第1表科紫技術普及員定員配置表

都道府県別専門|地区|計繼嶽盛り|専門地区｜計
一一一

：鬘鳶| : W｢#
北海道 12 36
青森 6 8
岩手 8 23 ! 31 犬阪 6 5 1 1 1
宮城 7 15 22兵庫 8 201 28
秋田 7 14 21 奈良 7 11 18
山形 6 15 21 和歌山 6 14 20
福鳥 7 27 34鳥砿 5 12 〃

茨城 4 21 25島根 7 19 26
栃木 7 13 20岡 山 8 24 32
祷馬 7 16 23広 島 9 37 拓
誇玉 5 12 I7 山 口 7 21 28
千葉 5 14 19徳鳥 7 15 22
東京 6 8 141香川 5 6 11
神奈川 6 8 14愛鍵 7 空”

誓圃 ：' 11鱸鋪 ア ” 露福岡 8 16 24
石川 5 11 16 佐賀 6 8 14

霊藁 ：‘； ｜:|篭箪｜ リ 篁 臘
長野 5 261 31 大分 7 19 26

：鳥｜郷； 爵|':蕊：：墓 ：i
愛知 8 18 26

三童 5 29 34合 許 301 7651，066

ぶ現在では到底各森械所有薪に一様に

技術の普及を均需ぜしあることは不可

能に近く，焔丘普及員増員の必要なる

声方輔く各方面からも起って来ました

が,諸般の割嚇も考えて，簸少限》森

縮静儀で7,000町歩，森林所有者で

2,000人に1人宛の普及員の配置は是

非共実現しなければならない線である

と考えて居ります。

次に普及員の配置のことですが，専

門技術普及員は別として，地区技術普

及員は当初各都道府県の森林所有蕃数

森林面瀧生産量等の要素に基いて決

定され，その後多少の修正を見て現在

の通り夫巻地方事務所に配澄されてい

るわけですが，すでに配置についてば

再稼討を要するI賎期力深ているかと思
ってい毒す。即ち極めて少い普及員が

能率ある活動をするたあには，重点的

な配置が必要であります。一口に林野

と謂っても奥地の未利用林地帯もあり，

蛍たスギ，ヒノキのような有用針葉臓

からなる用材美林もあり，或は薪溌休

－
4－．

地籍もあり，または特用樹趣の栽需の盛んな地域もあり，営鍵体としての役割を果している地域も

あるといった具合に大きく分けても相当に地域の捧異陸力辮えられ蚤す。勿論各地方毎にその実情
L

を把握することが剛

この地域の特異性に

宙出来れば』 この特異性は更に細 かい地域として老えることが出来ると思います。

よって自ら智及の重点地域が生れ，普及員の配濁と瞥及の童点テーマはこの鋤
＝

域毎に決定されなけ説ぱなり麦ぜん。との意味に於て普及員の重点配置についての再換討が各現地
毎に必要であろうかと痛感するわけであります。

夫に，普及員の配置の問題では錘りませんが，藍だ相当に普及員が他の業務と読務で仕事に当っ

ている場合力現られ，県行政は指導行政であるからこの型が当然であるという意見も未だ時,2f耳に

することがあるので，ここで少し錘れて世きたいと思います。普及事業本来の性格から考えますと

検査とか許可，認可のような力をバックとして普及の活動が展開されることは決して望ましく溌晦

のでありまして，農山村民に良い技術釣瓶〈脅及さ鯉るた.めには，このことは避けなければならな

いと思います｡誓及員力郵心普及事業に従事すれば,その普及活動は必糾也の業務との関謹に於て
実を結ぶのであって実質的には釜面的に他の業務に協力していることであると思います。笹及員義

務の問題は聴Iとしては，林業試験場や指鞠『の兼務は或麗度筌ましい姿であると思い表すが,そ
の他一般業務との兼務については，あくまで採るべきことではないと思います。従って現在採ら虹

ている義務は，普及事對罰璽営上やむを得渉採られている例外的処置であって，､い宗れ割背の好転と
共に澗膨〈解消すべきものと信じて居ります。

ノ

I■
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原：搾繕普及率篭の現状と二，三の希望

（3）普及テーマ

普及テーマの選択は,前述の通り，地銭の特異性を棚屋することによってその地域の重点普及テ
ーマを決定することも蝋も必要でありますが，国が広く林野行政上の立場において現在各都道府県
え示して居ります重点普及テーマは次の通りであります。

[D土地生産力増渥に関するテーマ

1’優良苗木の養成

2． 肥料木植栽による癖悪林地の改良

3．薪炭林の改良

[1]利用合理化に関するテーマ

1．苅鋸使用による製材歩止りの向上

2．優良窯の普及

3．燃焼器具の改善

[11>林業者の利盆増進に関するテーマ

1．簡易架線迩搬

2．特用樹の養苗並に遥成

3．特用樹赫の合理的な経営

4．経営の多角化

[W]、愛林思想の普及に関するテーマ

1．繍膜旦動推進

2．学桟林の造成

こ蝋等の重要基本ﾃｰﾏは,そう簡単に加除帥るべきものではないと思いきすが,普及事業の
目的が鯛州靖者或は林産業者の利益の墹進に主眼点がありとすれば， その経済の革新を図るゞため
には画期的な新しい技術の導入が必然的に重要な課題となって来ることは今更ここにくどくどしく
申述べる必要もあり妻せん。ただここに，私は関係の試験研究機関に於て－1ﾖも早く多くの新しい
画期的な技術が生董れて，つぎつぎに重要維本テーマが更新され，林業普及事業力糊燗花を競うが
如くいきいきとした業繊を展開されることを夢みると共に，関係の研究磯関に対し更に一層絶大な
る御協力と御支援とを切望して止みません。

（4）普及活動の方法と実績

普及の方法としては，現地指導，集合指導によって直接指導を行うと共に，普及モデル村，展示
林を各地に設瞳し，実物展示の稜心として広く普及を図る方法を採っています。一方新聞，ラヂオ
パンフレツ1､，映画,、スライド等を通じて広く一般国民の林業に対する認識を深めるために弘報活
動を行っています。またi面f接によったり，通信によって科業相談に応じています。 ここに現地指導
というのは，識k所有者や朴謹蕊者の依頼，相談に応じ軍ﾐ際現地で技術指導をおうもので，集合
指導というのは座談会，識習会，展示会，品評会，映画スライド会を催して技術の普及を実施する

ものであります。

普及方法の技術を修得するには，心理学,-教育学を初めとして視蕊盤に関する一般智識を修めて
これを実地に応用することが出来なければならないので，第一線に活躍する普及員の苦心には並盈
ならぬものがありきすが昭和27年10月下旬開催された全国地区技術普及員の実綴発表大会の発

表を審査して矛鮴との方面にも普及員の関心が向いつつあることを溺訓し，今後の教育訓練にはこ
の関係の項目を強く採り上げて行かなければならないことを痛感しました。

ここに附記して置き度いととは普及活動を実施する際に最も大切厳ととはこれ等の普及方法を如
一10－
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原&称業普及事業の現状と二．三の希望

何に計画して実施するかということであります。年間計画，四斗瑚別計画，月別計画，週間計画と

いった具合にプ画ジエクトさ鯉て少〈も月別計画以上の計画については中央”地方の意志が相通じ

て意見が良く一致していることが必要であります。それで第一線の地区技術普及員から県の普及係

を経て普及員の月別実績報告が林野庁に報告され研究普及課では常にこれを検討して能率的に普及

活動海実施されているかどうかを調べているわけであります。今後は今少し具体的に深く活動の事

情を把握する段階に入らなければなら底いとその方法を研究して居ります。

次に，普及方法別に昭和26年度の実績を表示しますと雛2表噌及方法別実緩表」の通りであ

ります。
Q

及方一法且I實績表’第2表|費
Ｉ
Ｔ
集
會
指
遵

9

一
ｌ
０
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‘
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ

ｌ
現
地
指
導
Ｉ

’
一
林
業
相
談
一

Ｉ
弘
報
活
動
一
Ｉ

_L

妻
プ
ル
鋤

’展
示庁

Ｉ林
Ｔ
一
鬘
幕
の
棄
物
慶
示
と
綾
術
構
導
、
鬘
寛
伝

0

’

経

！
｜
造
』
称
一

１
［
岡
Ⅱ
い
Ｉ
懐
」

坐
保
護
一１

４
痢
‐
ｉ
胆

ユ
そ
の
他
一

称
一
、

－

一
画
会
、
通
信
一

Ｆ
綻
触
鴎
贈
一

一
耆
及
事
業
の
誕
点
と
し
て
総
合
的
実
物
展
示
と
技
術
指
導
啓
蒙
宣
伝
王
謁
測
噸
鎚

新
聞
、
雑
誌

地
方
自
治
体
弘
報

普
及
機
関
紙

ポ
ス
タ
－

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

●パ
ン
プ
レ
ッ
ト

ラ
ヂ
オ

I

→

営
一
、
一

戸

垂

缶
、
程

四
一

》
歴

七
回

Ｔ

七
人

六
町

'八○四
i町入回

~T-趣

ダ

■

■』
三
六
、
七
○
五
、
一
二
九
部

一
、
七
一
一
二
Ⅷ
奉
釦
一
一
一
“
一

’

八
○
九
且

口
五
、
一
四
八
回

６

７

個

一
八
二
一
四
ケ
所

一

二
九
部
一Ｉ

（5）下部組織
〆

下部組織については，全国一貫した組織は現在のところ結成されていませんが，県単紘のもの，
郡市町村を単位としたもの，或は小さく字単位に結成されているもの等多種多様な姿で現はれてい

ます。その主なものとしては林業技術普及協会，林業御榊眺会，林業振興会，淵難技術普及会，
ノ ー

林業研究同志会，愛林会，林業4Hクラブ等であります。勿論，森林組合，農業関係の4瓦クラブ

青年団等でも林業の普及事業を探り上げて相当涜溌に実行に当ってい愛す。

と＃1等下部織機の団体数は全国で495を数え，その会員数は“,470人に及んでいます。蚤た林

－11－



原：林業普及事業の現状と二，三の希望

業に活躍する青少年クラブは全国で団伸散154，その会員数男6,212人，女1食576人，計7,788

人となっています。

これ等の団体は県の段階に於ては相当程度全休的に慰蝶が保たれて活動していることと思ってい
＝

ますが未だ全国的に有機的な蕊りを持つに至っていないのは数多い下部組織活用の面から大いに考

える-諄きことであると思ってい壷す。

普及員と経営指導員，瞥及員と調綱I合技術員の関係については多少の議論もあるようですが，

前者の場合はもうすでに鯛*法でもはっきり示されている通り経営指導員は森林区実施計画の作成今

及びその実施の監督に関する事務に従事することとなっていて普及員とは混同する心配があり堂せ

ん。併し森榊ﾛ合の技術員と許及員との関係は兄と弟の様な関係で共に一致した方向で森抹所有者

の撲術普及に当らなければなり講せん。現在の普及員の数では余りに少く，篭謝朝合技術員の数も

満足すべき数では無いと思いますが，将来両者共幸い増員が出来た場合には燕林区の関係と前述し

た地域の僻巽匙とを充分諺慰め上相蛎､鱗のとれたかたちで配置計画が満立されなけ鯉ばならない

と思っています。

（6）予算の現状

林業普及に関する経斐予騨は余りにも僅少でどうにも手足を輝らｵした感が強過ぎるので最後にこ

の現状を披瀝して，何とか現在の苦境から脱するよう各位の御協力と力強い御支援とを話願します。

即ち，畷緬24年研究普及課が創設された準備時代から今日に至るまでの予算額を年度別に表示

し愛すと第3表「林業技術普及事業予蝉年度別表」の通りでありまして多少づつ漸噌したとは申逢

＝

'劃

賛金，物価の蝋とりからすれば実質的には相当の内容減であります。然かも，総額を見てゞも事業内

容を見ても如何に苦しい鞭購にあるかは表の示す通りであります。

学術会議もでき，科学御『の必謝生が今日斯様に国腿に認識されているとき，林業醤及事業のみ

取りのこされた姿にあることは独り本事業の発展ぬた泌勉みでなく，広く国民の繁栄のためにも大
きな撤失であると思います。一日も早く各位の力によって充実した内容を持ち得るよう切望するも

のであります。

守
口

林業技術普及事業予算年度別表

庭 ’ 26年庭 ’ 27年鹿
1

第3表
一

’ 25年
－－－

備考

－一

項 目
霊…

’

と
一

額’員
敏
一

人

261
－ー

．luI

3

| 綱|鼻|金額|劇金額’
員
数
一
人
聖
回
哩

金’

’
’

１

■
■

毬
Ｆ
〕竺L

’ ’ 1,‘1,0

閲' 2 ",‘獄2ｵ'3,3息2,"･
円 2’ 3,109,｡品｜

人

!'|､1,｡"’0｡4
2．8

o｡’ ’9,943,8銅 #! 1,zz',2"’()3,2

罵躍降旧U
’ ’
－－l-

｜’
1,"8“ ｜

，,"‘剣’
3．趣,0.9 」
1"例 I

8，”｜

| I
－－T－1

準鋭
｜|鰯豊“

l 3,870,･呵

|
｜

｜

▲

’ １
－
１

タ

-－－〒

z'619,OoW 2,S00,0m
－－

ll
蕊

｜面

称業妓術宣伝費

１
１ ’

’

１

１
１１

１
－
１
１
日
１

１
１

呵
剣
ｌ
Ｔ

謡謹選
林の設定費

124'"q ’ ｜

型
0．4

伝習模範擁指導費

人
５１川

口
函320 157■

■
■

■

型一」
om, |

58 407

蕊震砺鰯’ A
l

１
１

錘） 1,.312 8”

－12－

皮



原：称業普及事業の現状と二，三の希望

林業技術普及蕊業予算年度別表続き第3表

睡冒…、

蘋

麺

’｜

＝
■君 ‐ q 甲一一

年産 27 年度年度 26

’
鳩

24 年 度 I 25 ’
１
－
１
１
－
可
剖
ｕ
１
ｌ
ｌ
ｑ
ｌ

備考

１
４
１聖

育
鋤 訂

、
川
口
圏
側
翻

項
一
繩 E通

目
一
灘

|金

一
Ｉ
ｒ

金
一
ｌ
い
」
し
い
‐

割
「
Ｉ

金額額 金額｜

･･1950,

7,9",000

金

鑑識1，465，

－一一一

園譜 5”

－

000

’

堂型一一＝
－

艶計以上本庁饗

や
下
や

３
２

６
５

９
３

８人
魂
伽
“

．

ｌ

刺
一
剛

89,631
3,525

082
,40

贄蕊蕊撫11 ’ ,“05Z,111

『蓄麓蕊藤 ’ ’ ,0"2，691，

|| ,OOq15,"0,

|繍林設腫|’ I

,"
■
且
■
■
日
日
Ⅱ
８
２
８
０
Ⅱ
●
■
■
Ｉ
■
■
１
０
巳
，

劇
ﾛ

｜

’’ 2,112,

１
画
刺
刺
一
’
一
割
皿

ル

1
以上補助金計|｜
合~一－許|I

以上輔助金
一

合

二
一

331

’
’
１
．
Ｊ

5.290

’
一
’
一
画
面

’
－
１
１
－
＃
一
卜

5．085

ノ

4,4”．

2，5ぬり

45．24263．72345,'551

1

72,652,5401|66,682'00@5,000,000 55．540

－ ～～－一ず

| ＃
i螺｡簡簿|,岐す権還未とに

轆臘鬘｡鍾

臺､: ；篝、
埠に で氏

岐阜縣森林組

一
、
課
題
山
林
相
続
税
莞

除
の
必
要
性
に
つ
い
て
・

二
、
応
募
規
定

１
応
募
者
の
資
緒
は
、
限
定
し
な
い
。

２
論
文
の
大
き
さ
ほ
弐
万
字
（
四
宵
字

詰
原
稲
用
紙
五
拾
枚
）
以
内
と
す
る
。

３
募
集
締
切
昭
和
二
十
八
年
二
月
末

日

４
送
付
先
岐
阜
県
山
林
事
務
局
林

政
課
宛

５
応
募
注
意

イ
応
募
は
一
人
一
篇
と
す
る
。

ロ
封
筒
の
表
紙
に
「
懸
賞
諭
丈
」
と

㎡

､

ｌ
↑
Ｉ

へ

悪

合
連
合
会

務
部
課

入
選
者

２
入
選

期
日
に縣

三
、
入
選
及
び
賞

一
等
岐
阜
県
知
事
賞

（
副
賞
五
○
、
○
○
○
門
）
一
名

二
等
岐
阜
泉
森
林
組
合
連
合
会
長
費

（
副
賛
二
○
、
○
○
○
門
）
一
名

三
等
・
武
金
一
○
、
○
○
○
円
二
名

四
等
〃
五
、
○
○
○
門
二
名

但
し
審
躍
の
錆
果
名
等
に
迩
癒
推
麟
獄
識
が
稚
い

糧
合
世
空
席
と
ヶ
る
こ
と
が
あ
る
。

四
審
査

１
審
査
期
日
昭
和
二
十
八
年
三
月

２
審
査
員
（
予
定
）

林
野
嚴
是
官
・
東
京
大
学
称
政
学
担

任
教
授
・
京
都
大
学
・
参
議
院
、
衆

議
院
関
係
議
員
・
其
他

玉
、
発
表
及
び
表
彰

１
審
査
の
結
果
は
恥
各
都
道
府
県
称

口
一

一~

－1●3－



Q

緬鯛鰯、
特殊擁産物の

生産指導の在りか~た

伊藤清
一
一
一
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「まえがき」

クリ，クルミ，椎茸，漆液,油桐等の産物をわi域つれ

は特殊林産物と呼び，その原料樹を特用樹木といってい
るが，これらの艤殊林産物の生産と育成臓農山村が不況

になると農家経済と結びつけられて話題となり，活気を

皇；Pるの力躯去も現在も同じことである。その理由は既

成農業経営の行きづ蓑りから，過剰の労務と不耕作地の
間隙を結びつけて，収盤期が短鰯筒に見られ，その収幽
までの生産技術は普通，農家芳議培T患卜作な行っている

農作物に比較して簡単な，しかも管理労務の少ない，土

地も謝馳のような肥沃度を要登ず，その上に小面積の土
地でも比較的大きい収入を挙げ得るものを探すこととな

り，この特殊林礎物の生産と育師鐙も適当であろうと
いうことである。

このような理由だ,鍵者の承知す錨囲に於ても過去
から幾回もこのような叫びが行わ汎，また地方々詩に於
て農山村にこの生産と育成の奨励指導が行われている。

しかし，このような奨励指導の成果は殆んど挙げられて

いないといって過言でなく，反って原料木が減少し，生

産は減産の傾向を見ている。勿論独り特殊林産物のみ
でない，その他の農作物も増産政策力擦られておりなが

ら案外延びず，減庵しているものもある。た陸，この特

殊林産物に於て珠更に減産していることが顕著に表われ
ている。普通，土地生産物の生産は土地，労務,需要の

三つの要素ガ戦に壁富であれば継続澄られ，増産詫見る
の溺騨Iである。

この特殊林産物というものが'この三つの要素をどう

具備しているかと考えて見ると，前にも述べたよ5に農
山村の不況の都度に同じような特殊林産物の生産，育成
が､腱れ，奨励されて，しかも，その生産育成に要す
る土地は謝蝿とならざる傾斜地または林辺を使われて

いるから遥富といい得るし，労務も年鳧人ロが増加して

いるので不足とはなっていない。需要も漆液，桐漉（油

桐の実の油）は勿論クリ，キリ材等糎至るまで海外か
らの供給を仰ぎ，ミツマタ‘コウ>>等;ま国内の供給では
全く不足を来たしている状態壷，一部のものを除いて充

分、三つの要素を具備しているといい得る。それである

から，減産するということは勿論あり得ないし，増産に

なら綱'､ということば原則的には考えられない。しかし

前に述ぺたよぅに事実は全く反対に減産となり更に減産

の傾向となっている。何故だらうか？この原因を探究す

難麓総鱈麓議欝駕麓’
ことである。

以下，その原因と思牙つれる点に浮ついて濯見を述べて今
後の指導の在りかたの参考としたい。

なお，筆者の意見ば糖殊林産物の行政面壷長らく担当

しながら考えついたこと，思ったこと詮取細め卒直に述

べたものであるから，人と見かたのﾎ睦によっては異な

る意見裳持つ人もあり，また,若干の差障りの表現もあ
ると思うが,御指導賜われば幸､‘,である。

「特殊林窪物の生産は何故に成果を見ていな
いか」

綣殊林産物の生産は耕地の少ないわが国の農山村では

残された大きい収入源であるといわれ，奨励により，指
導により，或は補助金政策などの措匠によってその特用、
樹の育成が行われ，蓑た行われたが，結果から見てその

成果を見ていないことは前にも述べた通りであるが，そ
の原因にはいろいろの要素があることは論左俟たない。

しかし，その原因には特殊林産物そのもの上特質からく

るものと，特殊擁産物に関する認識の不足からくるもの

とが魁港。と土ではこのような区別をなくして原因力域
きいと思われるものを挙げて見よう。

第一の原因は，鴫殊総産物の価格は宿命的であるが
のように動揺が大きいということである｡」 このことは

あらゆる特殊称産物に該当するとぽ言えないかも知れな

いが，大部分のものが該当している。その原因を需要方
面から見ると工業用賓副材となる例えば漆液，桐油,掻
脂，アペマキ樹皮等は国内生産は貧弱であるに反し，需

要は多いので海外から翰入品童仰ぎ，また需要先が工場
ということから需要が一時的に大歎のものを要求し，そ

れも経済界の好，不況に左右されて需要朔が種めて不規
則で，需要力訣で錘卜翰和吊の不円滑の場合は想像以上

のF落芝示し，これと反対な場合は暴騰するのが実情壱

ある。また食用となる椎茸，ワサビ，クリ，クルミ等の

如きは嶬好品的に取扱われているので嵐巍用な例外とし
て需要は不安定で，殊に椎毒等は輸出価絡の如何と輸出
瞳によって極めて犬きい関係がある。

》
〕

‐

二
一

、

(筆者）撫厭庁林鵬課
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伊藤：艤殊林産物の生産指導の在りかた

このような価絡の動揺も工場生産物とか，石炭等の鉱

物資源，その外木材等であれば生産量や伐採量の調節に
よって撫斌左ｺﾝﾄ画一ﾙでき,生産費も多少巾をつ
け易いのでその大きい動揺を除き易いが，特殊林産物の
多くは農作物と同様に毎年，毎年結実する果実等轍利用
し，また収漉期も一年一期でその期の収獲潅逸するとき
は翌年歪なければ生産物を見られないという産物であ
る。それに加5るに特殊澗罐物の錐は自然的現象に支
配され,小蝶家が行っている場合が多いので,ストック
するという余裕もなく，市場が供給過剰のため下落を示
しつ坐ありと知りながら出荷ずるということLなって，
益,々暴落に導き，その反対に市場への供給が不足であっ
て高値を示しつ上あるといっても磯荷ができないという
こと異なって，需要面から見ても生産面から見てもその

価絡は動揺し易いこと上なる。

不況となれば全国の何処の地方でも不足と思われる同
じような特用樹を気候的，土質的にさえ適地であればそ
の時の相場で販売できるかの様な収入計算をして育成指
導している所に問題がある｡収獲までの原木育成期は短
期であるといえ,2年,3年では経潜的収入を挙げ得るも
の壱は殆んどない，それに育成期間中に価格の勤番があ
ノ

るので見込違いとなり，収獲期を待たずに伐採し，延い
ては収痩期にある既存樹さえ伐採し，他の換金作物に転
換したのが過去の実情である。

第二の原因は「特殊林産物は農林産物から特殊な扱し、
を受けているということである｡」

、

このような棄現のしか淀はヒガミであるかも知れない

が鑛者のいわんとする意珠は特殊称産物の生産業は所謂・
林業と農業の中間的存在であるかのように思われてエア
ポケット的になっているということである。すなわち，

農業部門では農業は農作物や果樹のように肥培管理を行
5もの唯対象とし，林業臓杉,松等のように肥培管理を
行蒻ないもの寵対象とするかの様に扱って,両者の中間
的な管理（労務も地力も）を要し，赫地ともつ力苛，耕
地ともつかぬ中間的場所に多いこの特殊称産物の生灌は
どちらにも無関係であるかのように考えられがちであ
る｡今'森称と謝繩堂所有する-戸の農家を考え＜息る
場合，森林からは用材,薪炭蔵を収獲し，謬鈍からは農
作物を収礎するものユ耕地と森林を結塁傾斜地とか，そ
の他の低生産地帯を何か砿剥用しようと考えているので

なかろうか，この土地の利用については農業ではでき得
る限り開墾し，或は果樹，桑等差植えることを奨溺撮導
しているといい，林業部門電は杉,松等の所謂林業用苗

木を植えることを奨めているというかも知れなﾐﾊ。しか
し，蕊着はそのようなことをいうのではない，適地通作

物は地力と労務そ熱1こ所宥者そのもの上経済に最もよ
く適当し,しかもその利用法が農雛漕艇寄与するもの
を選ばねばなら砲というのである。そi､には中間的存在
である艤用樹木を考え厳けｵしばならぬということであ
り，合理的な農林業経営は結局，特殊称産物の生産育成
を含めたものでなければならぬということである。

特殊林産物！ このような呼び省がある故に特殊的な
林産物であるかのように思ｵつれているが，特殊林龍物と
は昔，わｵ1劇っか漆学校教育で林野副産物と称して識義鞍
受けたものである。そｵ1が時代と所ガ隠醗1'ぱ云燕という
諺がある通り，太平洋戦争中よりこの副贈物需要が極め
て多くなり,『したがってその生産技術は過去の掠鶏的生
産では供給ができないし，増産もできないこと異なり’
また，その経営技術は用材林,薪炭称と同じことで朧適
当でないという窪由から副産物の呼称麸止あて特殊林産
物という呼称を用いたに過ぎない。現在，特殊林産物は
地方により，農家の経営状態により，主林産物といって
も差支ない。

しかしながら，以上述べたように問題されず，ために

特殊林産物に関する養苗，管理，生態等の研究は麹§
で，また他の産物に比して関心を持たれず今日に至って
いる。

勿論，特殊林産物は種類が多く，その上生産額力鍵作
物や用材，薪炭に比して少ないので，それまでは仲為と
い5意見もあろうが尋単位面識当の収入は用材,薪炭木腫
比して極めて大きく，産地といわれる地方の収入財源に
大きいウエイトを占めていることは明らかで，このこ'と
は次表を検討することによって立証でき，農III村の今後
の新しい収入源としては鰯待のでき得るものである。

な満，本調査億昭和26年現在のもので，産地の選定
は地方庁に依頼したものであり，以上例的に掲げた産地
は代表的なもので，その他の産地も同様の傾向を示し’
各産地の土地利用区分麓見ると林畷面績力輔|地面積確比
較して種あて多く，近郷に需要地とか，需要地に侭Iで
あることなどが特徴である。殊に従事している農家の階
厨を見ると耕鎚は凡そ5反歩から1町歩,林野は2町歩
未満6反歩位”f有者が多く，しかもこｵしらの所有地を
綜合的に利用しで穗殊称産物の生産を鐸経営の中によ
く織り込んだ鐸である｡.また産地という所には篤農家
的な指導者が必ずいることも瀧目できる。

第三の原因は「経済的適地を考歴に入れずに指導を行
っている場合が多いことである｡」

何れの瑳物でも同じであるが，坂劇を対象とする場合

には棚当量の数量力鶏まるということが絶対的条件であ
為。殊に特殊林産物は前に霞も述べたように工場で使用す
る工業用費副材であるか，食用世いっても都市とか輸出

壱
］

Ｌ
且
■
■

嗜

＝

ノ
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伊藤：綿細嘩物の生産指導の在櫛かた一一

唇殊林産物収入が占め‘る比率（%）調

一
旦

、

I

I~

貼患

なって，その霞上放羅穆られるか，終､､には伐採せられ 新たな地方に行5場合は以上の三つの原因を考感に入
ることが多い。

れて農業に煮た，赫業に担わる各為の鍵獣者,或は篇農
「むすび」 家と連絡協調し，物の生産ということよりも艇山村,特

以上,述べた三つの原因によって結殊林産物の特質は にそれを行う農家のためになる特殊林産物の生産を主眼
－16－
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伊藤：特殊林産物の生産指導の在りかた

とし，綜合的な農林畜産業経営に充分織込んだ生塵育成
の指導を行うべきで，この場合でも生産物が商品となる

のであるから集荷という問題詮念頭に置くことは勿論で

斯くの如き措導を行い漸次農家の認識力稿まれぱ生醍は

増産となり過去の徹を踏まぬこと＆なるのではなからう
か。

参！ 考

戦前と現在の聴殊林産物生産量の比較

一般の撮影開角な持っている写真i識写したものに較べ

れば2倍に増し，叉所要写真の枚数が泌喧済み，作業

胃鱈勤譜しく増大される。第二が偏歪のないことでこの

像の歪を除去することは各会社で熱心に研究され，英寅

のウイリヤムソンの0．S､C・レンズでは0.18m平位で

あるが，ツアイスのTOpogonでは0.04mm位でその

大きなものでも0.05mm位である。米国のMetorogon

は0.1mm位でTOpogonよりは大分大きい。然し瑞西

のAviOgonになれば0.02mmとなり，同社の,Aviotor

は普通の開角であるが0.00釦ﾕmで，叉近時ツアイスの

T"ogon詮改良してrもp砿と云うものを作ったがこれ

は大体AViotorに匹敵するもので0.003mmだと言っ

ている。この像の歪は航空写真測量の精度を数的に計算

する唯一の埜礎で，今後の統空写真測澱要領に於て地上

測愚を併用する範囲を著しく減少し得られ継済的な測量

の可能芯根源となる。

像の鮮鋭産はレンズの絞を小さくすると良くなるのは

循識であるが,撮影が飛行機の飛んでいる間に行われる

関係上露出時間は1:500位にする様最新式の写真識§

製作されている。

それで光の不足を補うた通Hydramと麦5薬を現像

の際併用しているが， こｵ'によると一般の露出時間の

"10の露出で澗足されることになる。レンズを通って写

真機の感光面（フイルム又は乾板面）に達する光の強き

が中央部と周辺部と同一でありたいが，これが近時レン

ズの設計で可能とされ，今迄写真の周辺力號の不足勝ち

な穰相で参ったものが全面同一の色調となった。これば

正に驚異に値することである。

使用フイルムの縦淡伸縮差も問題になっているがウイ

ルドでは連続するフイルムの相隣接しているものに付て

も伸縮差が可なりあるのを見出してこれ力輔度に及ぼす

関係を研究し，結論としては航空三角測迂には乾板を使

用すべきだと言い， これに応ずる写真機も製作してい

る。この襟にして写真が少しでも良いものを念願してい

るの#鋪峰角測獄の精度毒増し,写真測蹴に伴う地上
測量を極度に減少し，経費と時目とを節約しようとする

ものであり，特にこの点に留意して機材の盤備に当るべ

きであろう。 （筆者は日本航測株式会社会昂

最近の躯藤簸
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最新の航空罵眞用レンズについて
ー

木本氏房

新製品紹介
携帯用実体鏡価8,000円〒実擬

精巧且鮮明な森林調査用実体鏡遂に完成1

鳴謝宇職講篭認議篭め息態縣
属しています。

鐘騨繍綴鶏雛剛需
申込先 日林協測麹旨零部

航空写真測量の糖度を左右する第一の要素は写爽ガ塩

いか悪いかと言うことである。こｵ噸§第一条件にはレン

ズであるのは勿論であるが，過日スイスのウイルド会社

から送って来たフイルムから10倍に引伸した写真を作

ったところ屋曝の瓦も明瞭に出てきてその鮮明さに聴か
された。現在のレンズの職目を分解して説明すると第一

が広角であること，これは航空写真測量で高さの糖度が
－

－17－



台中市は人口20万。市内の酔月飯店電台中山林管理

所唾燕と午鍵を共にする。清楚な職秀英さんが，流調

な日本語で主客の間をもてなしてくれる。次いで，所長

康立正さんのご案内で，叫林撞理所に赴く。国有林.35

万余ha,5分所に亙る管内の蕊悩や’林政課長劉運さん

の敦良製炭法の説明など莚聴き，感銘を深くしてこ坐詮

発つ。

宵らく南下してから東行，槍里部落を遥ヵ毒に見て進

み，魚池苗圃で寸時下車。約4haのこの苗圃は，全省

台 湾行

…－3－－

f雲，

松川恭佐

一一一一‐”匡壼君l痘千＝ﾛ陣垂ゴー＝＝一一庫含ご囚

9月16日火晴 日月琿

台篇I蟻9時の特陵車で台中市に向う。一行郎副局長

康醤中山林管理所長,劉金釣職員，大和田さん，日高さ

んと私の6人。それぞれ指定席について，友達同志の悠

りした気分になり，詩塞柴を喫しながら台湾事楕を聴い

たり，車窓に展開する風物蓬物珍らしく眺めたりする。

職しい岩礫を堆し出している荒廃河川，緑のない乾い

た山裸，急峻な浅W､土壌地帯の崩嬢などが，旅行者の目

を衝く。これ等は，もとより自然の悪条件もあろうが，

原飴的の土地利用蝉因る人為の被害も少くないらしい。

たとえば，香水原料の採算のよいときには，土質，傾斜

の如何な剛〉ず香水萱灌栽培したおい，土砂の崩壊塗誘

致する。のみならず，不利益涯なろと，これを鐸して

顧みないたあに山地は悉く荒廃する。バナナの山地濫

栽,濫牧，濫墾の如きも同じような行き方で，崩壊荒蕪

城犬因をなしている。

このようにして昔から，荒された国土であ霧から，そ

の修復は容易なことではないが，要は荒廃病がこのま皇

僅幽上な持雛しないように,政治的の好転機を醸成して

強力に方向の旋回を断行すべきであろう。鋪廃の行く先

は南捌捌Iや曾ての朝鮮,蝋6挺その例は余りにも明瞭重

ある。概括的に見乞，台湾の造赫は，平地の農村都市な

どと結びつきの鯛‘､防風林・防砂林･行道樹などは，相

当の実績を挙げつつあるが,山地の林業詮専業とする地

方でぬ行政的にも，按術的にも，まだ極建て幼稚な義
之脱していないと言えるであろう。程度の差こそあれ，

日本でも同じことが感登られるので，称業という産業の

進め方に・いて，共適的の悩琢に対し，大いなる反省が

促される訳壱ある。

木材防腐工場猛殿中と聞いてい賂新竹市詮過ぎ,邸
さんの出身嬢苗栗を経て，八仙山林場への分岐点豊原詮

通過し，12時50分台中に蓋く°この近くの海岸馳方

は，有名な大甲葦の産地と聞く。この駅で，施業案の検

訂のために南下される日高さんとお別れした。

〆

一"
－F

於台中魚池苗圃

3～4個所の固定苗圃の一つであ湯が，私の見た中では，

最も管理の行届いたものであった。苗木の成績も良好

で，特にテーダ松の苗の生長の良いのは目についた。

この苗圃からほど近い山腹に，魚池部落の粗地造林地

力現える。丁度この日は多数の部落民が出役して，磯ん

に造林地の中耕作業をしている瀞#1であった。主として

コウヨウザンカ轤先てあるそうだが，楽しそうに，熱心

に，愛情こめて自分達の造林地を撫育している姿は尊

い。早く国楠が安定して，全霞民の関心が国土の緑化に

向けられる日が来るエうに祈って止まない。

この附近噂コウヨウザンば，民有林では，概ね伐期
15年であって』2～3回は萠芽で更新しているそうであ

る。従って，間伐す愚暇もなく，またその要も敢て認あ

ないのは当然であろう。徒らに形式に拘泥して，一律に

間伐を強制するよう巌指導法は避<べきであると思う。

車は民有山林の間をぬけて,間もなく日月潭湖畔に出

て，竜湖閣に蓋いた．入浴して下着を着換え，湖面がら

吹き寄せる涼風を演身#こスオ1,る。渡台以来数日間の炎暑

を忘れ蘇生の思いであった｡蝉には,其紅の祷譲が
二，三輪咲き匂って，高雅な風情莚添えている。

旅舘前の広湯には典一日の侭蕊を終彪た部落の青年男

女が集合し,夕馨れのびととき,隊伍を組んで,指嬉官

の号令の下に，蘂畠した犠子詮して軍事訓練をうけてい

た。

この夜は爽涼な食堂で,塾陰謀や月英さんを交え，く

つろいだ食事をする。祖国の森林地にあるような涼しさ

となごやかさで感興が深い。

一
“
《
ｉ
唾

嘩者）本会理事長
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松川：合 湾 行
琴 ・ .■

”

9月17日水晴・縣雨嘉義市

日月潭は,標高約720m,湖面葱積800haに誼よぶ，

台湾随一の表然湖で，湖水は発電用に供され，種'た観光

地としても有名である。湖水補給の策として，他溪から

耀造で水路を引き，湖面の一隅に噴水させている。これ

でも10～3月の潟蝿には，水面が20m』も下り，停

電を止むなくされること種為であるという。

湖を囲む周辺地帯は，約45,000haの国有保安林で，

広葉樹で蔽わ熟'’ている。この罐林は発電事業と関係が

深いというので，近頃純産管理局の手を離れて，篭政府

直轄の電源管理所に移管され，経営の一切は同所で行っ

ている。

森林施業法としては，絶対禁伐が指定され,桔損木で

も伐採を禁じているのは奇異に感ぜられるが，開く所に

よれば，擁営伐りに伴う盗誤伐を防除ぜんとする深慮か

らであって，必ずしもこれ力鐙良の施業法と信じている

訳ではないとのことである。

森林の観光価値や種吟の保安効果が,天然の放麗林分

で充分満足きれるとする見方は，往益にして，雛施業

泳分の溝成と溌昌を弁えない半嬢塚に見受けられるとこ

ろだが，中函の識昔にそのような羅念の錯簿§ないこと

は慶寧しい。
貸発動震競で溺に出る。対岸のダイヤル族50戸ばか

りの山地人部落一水tt;蕃を訪れる。刎ねたばかりの生

首から，生血を躍って酒盛りをした時代は既に昔話で，

今圓この蕃人部落織女ｲ顕勺色彩が濃厚である。船蓋場か

ら部落の中央を行く道路の両側には，土産物屋力轍軒立

ち並び，そこを突き当れば土人の踊りを見せる土間のホ

ール?があり，その向いには国民学校の分数場がありj

洋装の女子篭散見するという状態である｡また全措の蕃
社からは,二,三の省議員も選出きれているという。茨
づし言葉でいう人は,御上と表現するが,当然の文化的

発展と見るべきであろう。

観光客が沢山訪れ患ために，蕃社の中でもここは最も

開徹た所だと言苛つｵじるが，これは単なる形の上ばかりで

はなく，こ上の頭目の如きは，造林の公益性を自覚し，

部落民を紬得さぜて，リ龍丘の原野に60haの新植を計画

し，熱心に実行しているという。奥地の山地人勃鐺猟の

ため雁，年灸広大踵火災跡地詮作っているの雁比べる

と，交化の侵透は有難いと言わねばなる萱い。

部落の中央広場附近には， イカ顔カツラが紫花を飾

り，鳳凰木が美しく横枝を張り懇クジヤクヤシが大きな

葉を拡げている傍に，ひともとの大きな桐の木力泣って

いる。桐は日本統治時代に奨励した樹種であった。終戦

直後地-1提袋涯ど坐ともに，日本色拭拭の鍋下駄の禁

止令が出た当時は,桐材の需要も一時停止して困ったそ

弓であるが，桐林は諸所に見受けられる。これがこの水

祖審にまで及んでいるのは，制築家の眼から見ると，そ

の批判は別として，たの‘もしいことであ愚。開くところ

によると，糖後後18年だそうだ瀞，目測によれば，胸

高直径約80c平樹高11m位であった。
このぼか，日本霞のサクラも植えられている。国力伸

展時代の名残りである。日本人の赴くところ，かなり無

理をして，北孵も關にも桜を箙えて観賞するのが慨例だ

が.台湾の蕃地．Gも蓑た然りである。焦げつくよ5な広

場の爽中で，朧装した山地入の娘さんたちと写爽を撮っ

てもらい，土蒲の入とに別れを告げてから湖を一めぐり

する。

日月諏を後にして，東に向って山を下る。途中水裡坑

分所頭社工作姑が抵当して植えたクス，棚思樹の“地

を見る。米国援助の財源によって行いつつあるものだそ

うだが,乾燥，急峻，癖悪士鰹の困難を排して行われる

南方の造赫も”容易なことではない。康さんが事業上の

親切な注意を担当員に与えている。生長獄の多い緒果だ

けに周をつけて，創成の識fを獄しるようなことがあっ

ては申訳ない。

担当員に感謝と激励の言葉を述べて水裡坑に向い分所

で少憩。この附近の急斜地にば，バナナの植栽力蛎し

い･これらの内,無願開墾によるものが全省で3"halb

るということを聞いて，河溪荒廃の物凄さも無理からぬ

ことであると思う。濁水溪の河陶鑑そるしく上ってい

る原因も，‐-さつはこんな所にあるの看あろう。

更に東して，竹山鎮に入り，元三菱系の図南産業KK

の事務所であったという竹山分所1噸く。玄関脇のパル

サム樹は，13年生ぜ胸高直径90cmあるというから素購

らしい。しかしチーク穂が，薪材のように山と談寮郡て

いるのはどういぅ駅だろう。勿体態い伐り方なす鐙もの

だと不思議に思っただけで通過してしまった。幹の素性

のよいキヌカシは，見上げるばかり亭捲として舞えてい

る。

この附近は，地名が示すように，竹林が多いので有名

である。全省46,0001]aの竹林の過半は台中，台南両地

区に集っている。そのうち,台中地区の面鎖は12aOOOha

を占めているが，徹林生産物の60％は竹山鎮に築荷さ

れるというから大きなものである。

この竹林の施業計画は，まだ出来ていないそうであ為

が,大体1ha当りの収穫雛は, 3年以上の古竹乾伐るこ

とにして動800本内外の見当である｡という。近来竹材は

兵舎，穣住者”住宅,垣等に用いられるものが激増した

ため，需要は頓に増加し市場誼相当に賑わしているらし

竜
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地の恢復ば仲々の難事だが，目下米援の力をも借りて，

ヨシノスギ，クス，コウヨウザン，チーク，油桐等の造

林を実行しつつある。但し無願開墾地が増大するのには

対策に苦心さ牡られるという。

実験林管理処詮辞して嘉義市に向う。清水漢の犬きた

河原を渡って，雲林県に入る頃から蕊い驍雨となる。水

牛・アヒル・ガチョウは，いかにも満足げに車軸を瀧す

ような雨に打たれている。県政府から曲迎えに采られた

方燕のジ戸プは，叢林の中でずぶ濡れになって待ってい

て<淑た。折角溌迎えをうけたが時間がなくなったの

歪，予定率岸林を見ること漆出来なくなったことを謝

して林内郷でお別れし，坦々たる公路の両側になら蕊美

しいマンゴウ並木の間を疾走して，薄暮嘉義市に入り，

東巍旅紘に着き，汗だらけの下着を脱ぐ。嘉義市幟戦災

で80％を失っているが，痛為しい創瘻はまだ完全腫は

癒えてない。

この夕,･全く自分の不注意がら，旅社の入浴場に腕時

計を鐙き瀞'たのが，一寸の間庭なくなってしまつ篭。
これな聞いた旅社の主人は，国際上捨て典おけぬという

ので,警察署に届け出たから事は慧淀面倒となった｡し

かし機敏な警察の活動によって，この時計が一時間ばか

りで戻って来たのは，感謝を通り越して，冷汗一斗の思

いであった。ご迷惑をかけて洞に相済まない。しかも，

これが翌日の新聞紙上に外賓の失った時計を善察の俸力

で発見したというような大きな見出しで．登載されてい

たのだから，穴にも入りたい心地であった。

徐守囲場長業者などの招きで，鮮味飯店の日本料理，

清香閣の食用蛙とマコモ料理など沢山の珍味を頂く。戦

災後復興した繁華街を散歩すると，大戦中の軍歌調の流

行歌霧，料亭の窓裡から笛の音に乗って流れて来たりす

るさとんでもない過ちの戦いをしたものだと，強い悔悟

を覚えずにはいられない。

い。竹林の産物幟，竹材のほか，筍，パルプ原料材，細

工用材，バナナ篭屋根葺き用材等広い照途をもち,台

湾歪ば欠くべからざる資材である｡竹の種類は,豊富で
主なるものでも長技竹，認な，薊竹,麻竹，孟宗竹，桂

竹，観音竹などの数種があげられる。竹称の経営，佑材

の利用ほ,大誠林業問題として取上げらるべきもので
あろう。

”

ー

鐸
望

～

南授県竹山鎮合大実験林管理処前にて

竹山分所の官舎で昼食を終え，台湾大学実験林管理処

を訪れる。流酒たる事務所であって目下建て増し工事

中。前庭の清掃美化も心地よい。処長李さんから合大実

験林一一元東京帝国大学演習林の諸話淫聞く。

実験林の総面積ほ約4万haで，林班区劃はエー43で

あるが，この内3ケ林班は阿里山林場の実行に移されて

いる。実験林自体の予算は約80万元で，その1/2は林

地に還元し苞つある画職員,竣工合わ趣て約60名で管

理経営し，6営林区詮憾,､で事業を分担ぜいわている。

光復後は，東大時代の試験を繼行ずるほか,新規の30

試験蕊目について研究を進めつつある。戦時中の伐採跡

幅
無

阿里山鉄這平面図

魂

旬

木上

雪壹別

、

(林産管理局）
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1,500m,また事業の中心地である。この附近催ハヤド

ウリの有名な生産地で，栽培棚が山地--画に豆られる。

竹篭につ診た瓜の出荷物は駅に山と積謹淑ている。この

瓜を，ほ誌り投げておけば，何処にでも活着して巻きつ

くといゲ睡磯な生畏限’だから,造林地とハヤドウリの
争いは偲狩はげしく，造林地は侵略され勝ちであるそ5

だ。その取締りや調停には骨が鎌ｵ1，るらしい。

奮起協諏ら発って，眼下に苗圃や40年位のシヨウナ

ンボクの造林地を展望しつふ衝ら<上ると，左側の大き

な漢窪距てて，遠く歴幼樹林と称する部落力混える。こ

の部落では，日本領有前からコウヨウザンの挿木造林を

行い，台湾に諸けるコウヨウザン造林の元祖であつ･ご‘

かつては50年生以上の広紫杉造林地が相当にあった。

惜しいことには，終戦後の木材好況時涯殆んど伐られ

て，今でば母樹林を失って困っているという。車窓から

は，若い林と砦伐跡地だけが見ら恥る°な鎧，|河里山に

於ける広葉杉の上部限界はほぼこの部落附遊筵，スギの

限界はこの上部2,500mに及ぶという。

スギの蒼繩に舌は，リスの被害を受け,上部樹幹の樹
皮を瞳み剥いで，上綱劉冠力誌変しているのがシ相当数

見受けられる。ゴウヨウザンはスギよりも祇震は少いそ

うである。

十字路，二万平附近で，暖帯林から温帯榊二移る。神

木附近にさしかかると，銭道の勾配催1/16位となりス

イッチバックして登るようになる。二万平のあたりから

青空は急に霧に閉され,雲を巻き,神未詮過ぎる頃は，

ほげしい雷鳴すら加わる。

皆伐跡地には，ところどころ紅檜の壮令樹勃群成して

更新している。タイワンヒノキより紅祷の方が，自然の

9月18日木晴．山ば雨阿里山

阿里山林場クラブの日本座敷で朝餐。日本領有時代の

悌が,家のたたずまい，庭園の配合などに残っているの

も，やる瀬ないなつかしさだ。こ上には曾て数多くの林

業同人が往来して，旅の癖則遼癒したことであろう。

台北出発以来，終始案内の労をとられた康立正さんと

惜しい郷臆して阿里山梶向う。一行は陳丈瀞作業課長

の先導で，劉議員，邸副局長，大和田技正ほ力鐵名。

阿里山森林鉄道の基点，嘉義貯木場の駅を発ったのが

8時30分｡近野1車は奇数日{湾り,俄激日は下りで，
一列車づつ嬬誕陵をしているそうで，乗客は漁員の盛

況である。

整然と溝拭された快適な貴賓車腫入り，大衆が限をそ

ばだて･ているのに気恥しい思い詮するうちに列車は出発

した。約1時間は熱帯地の風光で，椰子，横榔樹，溶樹

などの散生する水田地帯を進行するが，竹崎駅のあたり

から国有林の山地帯に入る｡､タカヤサン，チーク』相思

樹などの造林地を過ぎる｡終戦後の植栽にかかる鉄刀木

は，すでに胸高直径7～8cm樹高8～9mに達している。

木履案附近から前面に広大な竹称力瀝開する。樟脳案

から漣立山のループ線がまわりはじめて，幾度か羅道を

ぬけて，急に高度を高める。このあたりから暖帯林の称

相に移るのである。樟脳寮のバナナは特においしいとい

うので,駅に売りに来たのを求める｡梨園案,菱織，
水仕を過ぎ，奮起湖の駅について中食｡部落民力鯵らし

げに蕊蝿な車を見に集る。終戦後はじめて来た日本人に

向ける奇異なまなざしは，敵意を含むものではなく，ど

うやら親しみの眼であるようである。

密起湖は，阿里山鉄道の略中央地蔵で，海抜商約

一
一

Ｐ
ｂ
二
■

ダ

届

生え方も育ちかたも，容易で

あるらしく,.木曾に於けるヒ

ノキとサワラの生育状況に共j

通している。

有名な神木は”柵を囲らせ

て昔のままに保存され，案内

の標札に朧次の記載がある。

紅櫓C"{zw"c""is
a

/""oS""sMA!lISUM.

樹 齢3,000年

樹 高53m

枝下高13.6m

目通り周囲ユ9.4m.

地上周囲343m

材 積500m3

地際の断面積はこれを円周

蔑云亟蕗面 鼻穀ダノ 阿里I山鍾遥溌断面画ー
や

。日■

罰
'ぬI

L邸

邸

命 一 ▲
一 一一－

Ｆ
○ 殉 ・種 典 “ “ “ 和 臨珂

(掠潅管理局）
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とすｵLぱ約56畳蛾，高さは丸ピルの1.7倍枢当る。

ユ6時癖約2,300mの睡里山鏑潅着く。

蕊義からこ上ま｡で準71km･睡這55．橋梁1塾詮

設げて錨首を入恥た辛苦は大したもので,大正の初期‘ ．

まだ審僧可穏の職､"阿里山事業区31"864haに及ぶ未

開地の森林開発磯に当られた功績は,極蝉墹<計帥『
されなければならない。今や,幹總の延長を合わせて，

n6kmに達しているが，残念なことには，最早や阿里

山に天然林の姿は見られなb､のであ霜。岩石重畳たる塔

山の上まで皆伐し尽き沁なおこれに伴つ這湖侍された

造林は，遠く離さ熟で追従し得ざる状態である。のみな

らず，大戦中優良造林地の皆伐されたものが，300ha以

上に及んだので，伐採跡地は貧弱な林相に変ってしまっ

た｡鉄道施設の整備と，施業跡地の程度の低い施業振り

とは，見るに堪えない対溌的なものとなっている。かか

務実例は単に阿里山ばかりでなく，我国でも屡冬見らる

る不手際であって，森林経営者の大いに反省を蕊する重

大事である。

］936年に私がこ上に登った舅ば，毎年ヒノキ・ベニヒ

⑬立木11～12万m3を伐採し，素材として良質の巨材が

6～7万m3搬出さ＃していたが次今日では，当時健り捨て

た遺棄称と，間伐したスギの小熊丸太,当時伐り残さ鰔

た，カシ類などの広蕊樹用材を合わせて, 25;000m3を

集めるのに汲々たる状態で,鑑首の維持すら問題になっ

ている。高劇“奥地,楠梓佃溪へ新規の麦縦を入れて，

これが補給をする計画もあるらしい添，若し従来と同じ

よう経営をするの毛あるならば，その大資金は，迂遠の

ようでも阿里山の造林に投入し,林力の恢便に全力を傾

く，ぺきであろう。

こLで鋤しく造赫方面の考察を瓶鍵ることを許された
い。日本スギのうち，主としてヨ,シノスギが歓迎されて

いるが，その適地(鰯臓a標高1,,500～1,800mであると

言剴つれ,暖纈閑Bに当る。下部の限界は1,000m誠愛，

上部瞬蒐は前述の遮り2"500m位。賦里山には，現在

生長良好なる難玲の‘スギ遥節櫛也が約aOOOhaa.り，毎

年ユ0,000m3余の間伐核を生産しつ上あるが，将来は

25"000～30,000m3の間伐材生産謹図って，寮搬の調節

をなすと共に，識錨萱の維誇をしたいということであ

る。そのためには，スギ遥蒜蝿を倍加して，常に間礁可

能林分遼6,000～7,000ha確保Lﾉたいということであ

る。大和田さんは，このような考えのもと涯，毎年350

~400haの新植をしたい，特に沿線の遊閑這馳には，集

中的に植えて分散を避けたいという計画を‘ もっておら

れる.こと潅嬉し<榊聴した。2割Lらの鍵字的検討は充分

実地でなされたもの筵あるから云為すべきではないが，

こLで－歩i錘で経営水準を少し<上げて考へて見た場

合，漣はこの計画数字の倍半乃至二倍の計画をもって，

職種化し得るのではないかと思った。もとより，これに

は色兵の“藍力雲霧が,喪は集中施業による阿里山事業

区の集御悩ということにつきるのである。議論は兎に角

として，どうか計画の実現が一日も連かならんこと詮衷

心から祈るものである。なお，温織鴎1$地域には，ヒバ

・カラマツなどあ謝憤もやって見てはどうだろう。日本

ヒノキの生長は為るい。また，台湾産の在来樹種から遮

木を育苗する努力も蕊謹であると考える。

スギの生長は, 1500m以下では30年，上部地域では

40～50年を経ると,．概ね低下するということである。

目下研究の時代であるそうだが,国有林では，経済的技
術的に，若干の鍵はあっても，公共性の重大性に鑑み

て･伐期を高め，出来るだけ間伐材の利用をはかること

が，台湾に話いて特に考慮されてよいのではあるまいか

と思う。

要爺るに,随皇山森林開発の施設は，鳳太政府時代の
功業ど認あるべきであろう。特に河合姉太郎・藤岡光長

の両先生,賀田・丸山両先輩など林学の大光輩や，石田

術平さん｡後藤新平総鶴等の敬仰すべき貫献であ為。し
かし森林経営の方案については，遺憾ながら破壊作用を

助成した結果に終った観がある。台湾には,幸にして蓑

だ未開発の優良天然林力覗当に保有されているのである

から，今後の経営には十分留意-；-べきであろう。

私は，阿星山林場に関する限り，台湾特産の桧,紅桧

の巨大な蓄積を伐りつくして，ヨシノスギ・コウヨウザ

ン等の外来樹種に依存して後籠を図らんとした施業計画

またその実行夢りに対し，澗に恥かし､､思いをした。

雨傘裳さして，桜並木の坂路を下って倶楽部につく。

高冷地に加え濃霧と雨で底寒い。邸さんのスエータ戸を

借用し，接薙霧赤々と雄られてい為炭火詮囲む。劉議

員の嘉義時代における，畷球部応掴訓長振りなどの話を

面白く聞く。 （つ堂く）
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林業技術地区普及員実績發表大会

農林大臣賞受賞論文 、

スギの自家養苗と特用樹の

栽堵普及について ‘
'一…鱈－－．－……－．－"－…－………一…一一蕊籍鼈關本三治

忍の担当する埼玉県秩父郡は采の西部に位髄し'奥秩 林野の構成状況ほ，第1表から第4表謹で爽孟した逓

父国立畢園地籍を背景とする'市24ケ町村冠ありまし りでありまして，この地方は早くから驍業の霊左見ま
て，この全面積は85,713町からなる威汎な地域であり した為に，これI鍛用ずお燃料も山を対象とし必然的に

蓑す。 薪炭称が価値ある存在として刮用せられ〃短伐期看皆伐

第1表 を繰返して来た極あて粗放な経営であります。

種別’面穣|比率!’ 備 考 更にこの地方の鐸羨の経濟としては，僅かに塞痴唯

一の現金収入でありまして，これによって漸くその日鴬

蕊篭 ’澱"‘:鰯'瀞蝋繍“扇…､葛…霧羅愚鵬清廼亀,雪。私は秩父地方事務所に勤務する4人の地区著及員の1

桑園:"| '::W; |!,: |計 ，s‘ｱ,ﾖ ,,: ’ 禁隠淫雪麟童驚撤蕊雲散雲
利用等の各重点テ

二
Ｌ
’

ーマを秩父地方に適するよう謹の意見

を加えてすべての鐸菖に凝議していることは勿論であり
ますが,ここでは私力鐙も重点的に#鱒した亨識苗の
普及と特用樹の栽培蓉及につﾙ､て途ぺ返見たいと思いま
す。

先ず地域の現況から判断して，テーマ雑l逗当ってば

直接間接に農業経営と結合され，営農の一環として労資

相互に調和のとれた経菱の節減と，短期現金収入を目標

とした所謂経済的助長策に重点を置て，さき厚ど申上げ

た二つのテーマを決定したものであります。この普及対

象倣5町歩未溌の所惹者を選んだものでありますが，こ

の人選の指導の如何によっては,本郡の林業迩謹右割塗ら

れ』ひいては普及事業の成果にも影響ｻｰる重要問題であ

りまして，か坐る観点から零細所有者を重点対象とした

ものであります。

次にこの普及方法であります勅も取敢えず三つの方法

をとったものであります。即ち

1．篤詠家を活用する方法

2．青少年を活用する方法

3． 町材役場の集会を活用する方法

篤林家の活用方溌では，下部組織として普及上の足が

かりを求める必要から，町村長に依頼して，その管内か

ら2名乃至3名の林業家を推せんして貰L､鶴力員として

委嘱いたしました。

叉篤林家の活用と併行して，理論から入って実行潅移

すことに研究心の旺磯な青少年塗普政雲の~F笥遜識と

して育成する方法も選んだものであり童すが，これ腰は

中学後生徒と一般農村の青少年を活用する二つの方濯を

第2表

僻｜ 備 考’面積

48,351町

1，496

4,881

7，075

5＆803

9 1 14,000町歩余看ある。
12

100
－－▲

第3表
一一

面瀧

11,241

33，153

. 12,037
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81

56,803
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関本； スギの自家養苗と特用樹の栽培普及について

とりました。

中学校生徒に対しては，愛純思想の鼓吹と平行して,

学梗造林事業を通じ実地に指導し叉，一般青少年の場合

幟健実で優秀な青年謹自宅に訪問し，この人達を中心と

してグループの組綱上を指導しつL普及事業の溌透を企

図したものであります。

更に集会活聯場合は，町村役場では,時々各種の集

会が行わ証童すので，これらの集会に出席して目的を達

する方法も講じたものであり壷す。

次渥この実績であります溌ここに示した第5表から

第8表までの各表の通りであり｡ますが，先ず

第5表スギ自家養苗計画（3ケ年）

(日野沢村に於ける26年度スギ自家誕苗の実繍）

区別｜播穂｜ ’年生’ 2年鰻｜ 備一悪

』鰯"童襄”
8

秘麓
10O"500

識
奉

（吉田町に於ける艤用樹増殖指導計画）

1．特用樹指導林の設澄による模範的経営指導

2．生ウルシ粒利用して家庭用品の塗蕊識習会

3． ウルシ採液講習会

4． シユ戸剥皮指導識習会及添麗指灘

5． ウルシ苗の播砿分根養成指導

スギの自家養苗について検討して見ますと，本郡に於け

る苗木罐獄は年為400万木蓮必要とし，この苗はすべ

て3年生を利用し然も全部業者の苗で賄れて来たもので

ありますが，

こ：しを3ケ年計画で100万本の2年生苗を確保し，2
年生造林を指導目標としたものであります。これによっ

て浮く苗木代は，最低500万門に上り，更に造林蕊の低

減な考えますとき，漫家にもたらす漉接の経済的効果は

実に莫大なもの力蝿り京す⑤

次に特用樹の実績でありますが，過去において特用樹

の栽培熱ガ轄期により上下した事は，いろいろの原因も

あったようでありますが，これを普及するに当っては，

祁当考えねばならない問題でありました。 、

この原因を探究して計画を樹てたものでありますが，

特にクリの場合は雑木林:を伐採し萠芽後2,3年の柴栗に

優良品種の接木を施し，単腫菌識の収益の増大を図つた

ものであります。

実績に現われた識字は10ケ年計画から見て極いて漣実
な踏み出しであると断言できるものであります。

顕著な普及効果の事例として，智内日野沢村のスギ自

家蕊苗について申上げたいと思います。この村は小さな

山村でありまずが，年共10万本の苗を業者から鱗入して

いた状況であります。

この村の林業改善の第一目標は，全村挙げて自家錐苗

莚採り上げ,苗木代の50万門を浮かせる事であり′直
営で年燕10万本確保の播種謎苗に乗り出したものであ
ります。

26年度におきましては， この穣な蕊を挙げて居り
ます。

更に昨年度の幼苗は各部落に無倹で配付し，共同経営

の下にこの秋には育苗品評会を開催して，益肴養苗経営

に識髄杓に遜進している状況であり議す。

次に特用樹関係でありますが,吉田町の場合についゼ

－ ー一一一 ー＝一画.
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備考：

1．擢種床に重点を置き将来1,2年生苗は購入し
ない方針である。

2．播種床の得苗を多く見ているのは間引苗の移
植により得苗率を高める予定。

第6表26年度スギ自家養苗計画に対する実績

種別1実微量|得雷数|驫織人雪霧憲

訓
20

258,350

3L5,050

35,880

１
１

播認

ｴ年到
2年生

山引苗I

395,9”本

245,35｡

283,450

35，8”

完
妬
弱
め１

264％

136

157

105人

65

116

38

備考：

1．山引を除き実行数量は全部斡旋したものであ
る。

“議蕊鰄繍周。
3．秩父営稀署苗細より分譲。

第7表特用樹栽培計画“ケ年計画）
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関本：スギの自家養苗と特用樹の栽培普及について
1

検討いたしますと，この町は比較的耕地面稜が多b,関係

から林業は余り問題にされず，町制こそ敷力銀て居り霞

す蝋極めて発展性のない寧ろ私経済は奥地山村より苦

しい状態であります。

この様な町には,短期に收益壷もたらす特用盗源を導

入し，生活の安定と共に除毎に林業本来の改善を目標と

したものであり霞すが,幸い従来からシルシ，シユ戸等

の特用樹種が自生して居りますので，現存盗源の集約利

用と更に増殖する方針のもとに，坂敢えず表に示した様

な指導計画を樹てたものであります。

この計画のねらうところは，全然価値を知らなかった

吟ウルシに対して直接その効果を知らせ，これによって植

栽熱を睡職にすると云う方法でありまして』ウルシの塗

装識習から始め簡単な塗り方を指導したものでありま

す。

ウルシ製品の貴重鱈あり，高価であることは，農村で

も知って居り講習によってその価値を知らせたことから

採液の指導を要望する声も出てまいりましたので,機を

逸せ･ずこの講習も行ったものでありますが，この結果6

名の人達溌副業として採液に従事し現在では他町村にま

で進出している状況であり議す。

筒26年度には80貫の生ウルシが，これらの人達に

襲って採液され，その金額も80万円に達し，更に原木

も1本30円のものが一躍100円まで高とうし， 70円

の増收となって原木だけでも哩万円の收入増加となっ

て居ります。これによって一段とウルシ増殖熱力轆んと

なり植職ずる者力轄加し遂に協同組合の設立まで見たも

のであります。

シュロについて竜所有者自身の手這剥皮して認Lぱ，

貫当り200円の増收となるのでありまして，この剥皮指

導と播種育苗を併せて指導したものでありますが,26年

礎には，20万円の収入増加となって居ります。

、更にシュロの育苗に藷いてば，自家焚苗の域を脱し他

町村にまで移出する計画も樹てられてし､る現況でありま

す。

以上顕著な事例として一，二の町村を挙げたに過ぎま

せんが，これを全地域に豆って展望する時，こつこつと

稜み上げられた実演はおよそ枚挙に暇ないでありましよ

5。

さて今後における普及事業推進上の問題点であります

が，この事業をより一層効果的に推進して行くたあに

は，まだ多くの問題力錐積されて居り，これらの諸問題

麩解決して行くために蝿，政治的な解決も必要でありま

すが，普及員自身で解決当-る問題も少<あり茜ぜん。い

まこれな一為述べていては際限がないので特に感じてぃ

る問題について申上げて見たいと鄙､ます。

先ず第一に下部組織育成の問題があり議す普及計画を

実施するだめには，如何なる方法と手段によったらよい

かと云う問題が第一に採上げられます-･

ここに当然下部組織の必裏性が生じるのでありまし

て，これは単に一担当地区の問題でなく全国共通の問題

であり，強固な地盤に立って然も永続性のある下部組織

の育成が焦眉の急であることは，敢えて私が申上げる必

要のないことであり毒す。

何故ならば現在の普及員の入員に鮨いて，広汎な地区

を末端まで溌透させるためには，波紋の中心となって行

く私共の協同体が絶対必喪だから種あります。

この下制瑚織を育成する方法として私はここに示した

二つの問題を考えて屠ります。即ち

1． 森林組合の張化育成

現在の森林組合を普及事業に矛算のつながりを持た廷

強化育成すること。

2．青少年クラブの育成指導

森誌所有者の子弟左一丸とする青少年クラブの育成を

はかること，この二つであります。森林組合謝&育成の

問題は，あくまでも行政的な解決を蓑たればなりません

が,青少年クラブ育成の問題は普及員の努力胆よって解

決されなければなりません｡私ほ担当地区上吉田村に於

て青少年のみ左以て結成した林業研究会の育成を指導し

た体験から，箸少年の集りを一つの協力体として活用す

ることの有利なことを知って，特に痛感しているからで

あり童す。

次に第二として普及計画樹立の問題があります。

普及事業において最も大きな課題であり，普及活動の

骨格ともなるこの督及計画は農家の私経済につながりを

持ったものでなければ，凡そ砂上の楼閣に等しいと断言

できるもの看あります。

然らば計画に当ってどのよぅな事を考えねばなら癒い

か，それには先ず三つの要件が絶対的必要であります。

即ち

1． 実態を把握すること

農山村における現況を自然的，経涜的立地条件から分

析検討し問題の発見に努力すること。

2． 発展の方向を明確にすること

森林所有者の現況把握，特殊性等について比較的近い

将来の経済的動向をも考え合せ,赫業発展に導く方向詮

見究め，その限度も想定して置くこと。

3．重点的謝向を選び出すこと
計画に対してその実施がどれだけ具体的効果をもたら
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関本： スギの自家養苗と特用樹の瀞審普及渡ついて
－

すかお検討する。

従来計画に対して確たる成果を挙げ得なかった欠かん

は，始齢から総花的に立案され,焦点がぼやけたうらみ

があったからであり霞すむ計画の際臓改善数要するもの

の中.意最も重点粒指向する方向を慎重に発見する必募勤；

ありまず。この重点が決罐すれば一罰の努カなこれ1値集

中すべきでありましょう。

次に第三の予算的関係の間題であります縦られ雛
費で完全次'f露をして行くためには，幾多の困難性があ

ります。普及事業こそ真の林業振興の基盤であると確信

しているものでありますが,地域が広大に亘るため指導

の行届かないことも多為あります。

この様な状態では折角発足した意義あ湯この事業も大

きな効果を期待す為ことは出来ないでありましょう。更

に普及事業が益埒多忙さを加え，重要鹿准蝋すであろう

今後において，この事業が空転しないJF5考慰すること
は予猟の増額によって人員の増加を図り健実で強力な態

勢を整えてこそ，其の効果が発揮できるものと確信す-る

もの毛あり童す。

以上極めて犬緊餓1でありますが，痛感している二，三

の問題について申上げましたが，最後に我々普及員自身

の問題について申述べて見たいと思います。

地区普及員は普及潮業の第一線を担当する極めて重要

な存在であり，知識,体験を通じて技術の浸透を企図し

たﾚﾗｵ1，ぱ癒りまぜんが更に叉社会一般の知識のかん菱と

特に普及方法の技術の研嬢は申すまでもなく絶えず人絡

の陶汰にあたるべきでありますが，普及員個舞の素質に

よって一律平等にこｵしを望むことは或は無瑳な問題であ

りましょう力唯一つ，普及員4人として欠くことの出来

ない要素はたゆまざる努力と，燃えるが如き熱情の所有

者潅なけｵ'』ぱならないと確信するも､のであります。この

努力，そしてこの熱傭こそやがて明けゆく緑の国，輝く

総業日漆の，盤石の礎となるこ産転固く信じつ坐本蕊業

の推進に微力を捧げ為覚悟透ありま龍 （終り）

畳
一
二

４

－へ一

己早■合*ご勺迅凸●■－4■●｡－●ー①● 一一句ー一4■■■ ■■卜寺守り一一一

淋野廃長官賞受賞論文
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昭和2S年度普及実績の内容
'

繍職管 高長田 士一一＝■一ﾜｰｰ一三一エマーマーロー壼宜西

(1)担当地壱の概要 （腫）社会的条件

（イ） 自然的条件 賀茂郡戯地勢的の関係から林野面積大部分を占め，民

賀輝8は静岡県の東部伊豆半島の南に位して，その 有林地41,440町歩， 国有耕地7,700町歩‘合計49，
両潰58,785町歩(583平方粁) ･G,全紫下の7%に 皿0町歩で搾也が全郡の83.5%に当る．
当っている。伊豆半島は所謂富士火山系が南に延びて形 耕地は少なく僅かに河ｿIIの両岸に沿って田約2,000"

成され，中央に急峻な天城連山が横に走って，北を田方 歩，開墾地を含めて畑約2,500町歩である。従って海
郡南詮黄茂郡の二つ,と分ち，その余脈が全郡に延びて 岸方面には漁業及水産業関係の業種力琴いが'其の他は
いるので，平地ば殆ど涯く，海岸線ば慨,も脊面に山を 殆這鐸堂主とする到嘩都s大部分であり’特に林業や

婆薪炭を兼業するものが最も多い。うけている。

気候に朧非常に恵念淑，年間寒暖の差少なく温暖で峰 人口10x,454人，世帯数羽,673抵帯である｡”
水鐙は平均2,000粍麓超え，特に林水の育成には好条 交通運輸の便極めて悪く』陸路交通溌関としては，唯
件詮与えている。 一の定期自動車蕗線に頼るの外なく』海路は不定期貨物

叉地衷は大部分安山岩にお上われ，一部には石英組面 殻の運航莚見るのみで，各種産物の移出にも不自由を来
岩があらわれている。併しその埜岩は第三紀煽であるか している現状である。その為′人情は伝統的に素{:卜で’
ら，何れも上部は安山岩質熔岩や,凝灰岩，凝灰質砂岩 風俗も叉和やかである。
等で,函この度合や初翔玲却の廃合によって,或は白土 （ﾊ）選済的条件
詮形成したり，或は硅石となる等種為変化している。全 賀茂郡に於ける産業は農業,水産漁業，称業が’大部

般に地表は浅く，針蕊樹よりも広葉樹の生育に適してい 分を占めているが，近年天与の量勝と温泉観光地として

為。 の地位が躍進し，旅館其の他のサービス業力雷しく増加

－26－
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長田：昭和26年度普及実績の内容
一

6林野火災の防除

森林震源の愛漉運動として，町械受場町村消防団と連
絡して，期節約に野外焚火の取締や一方小・中学校生捷
に火災防除のポスタ声作製を依頼する等計画した。

7製材薄鍔の使用奨励

木材利用と工場経営の合璽也を推進する為に。又木材
費源愛謹の見地からこれを計画Lた。

8改良炭窯の普及

亦郡には約2,500世帯,幾000人の製炭謝曾あって，

炭窯の瀧熱は3,161基ある。 この内70％は改良式炭
窯である力職り30％，900基力潅来式であるから， こ

の全部の改良を計画した。

（ロ）普及テーマ，普及方法を示すと次のと語
りである。

瞥及謝業計画表（昭和26年度）

して経済的艇占める地位も叉大きい。併しながら森林費

源収入の占める地位は水艤漁業と共に本郡の首位であ
る。殊に薪炭心生産は連年永炭皿0万湊,薪100万束
を生産し，木炭纒ついては県下第1位である。

②昭和26年度の書及事業計画

（イ）普及計画をたてるについての考え方
本郡に於ける土地利用配分の状況は，

田，畑計 4,500町歩 7.7％

宅地 301町渉 0.5％

道路,河川其他 4,844町歩 8.召％

称地合計 49,理0町歩83‘5％

で,林地改良と剃諜》癖の蜘嚇,全郡将来の経済振興
陣重大鍵#を及ぼす事がうか鷺わ瓢る。従って本年鴎普
及事業の計画樹立に当っては，刻調Iに最も重要で且つ急

転要j号るテーマを選択して，これを実行に移していく事
に努力した。即ち

原

1採草地の改良
、

本郡に於ける原野は約5,600町歩で，その50％が

採草地である。この採草麺の改良については原野の最高●

度利用を計画し，これによって生ずる余分の原野採草地
に学校造赫の推進謡考え計画した。

2薪炭林の改良

原野を除く民有森林地は35,837町歩全郡の61％ぜ，
その内大約70％，25幻00町歩が薪炭緋である。この為
本郡では薪炭林の改良は普及事業中で最も重要な仕事で‘
ある。従来薪炭林の改良は伐採後の補植腱ばかり依存し
ていたので,今回健台株整理による箙芽促進と不良樹や

雑草の早期刈私による林地改良を計画した。

3学校林の推進

原野は大部分村有地力部落の共同所有地這あるから，

これに学佼洗による植称を推進する計画をたてた。郡下

町村でば新教育6．3制による校舎増築は，公有群の伐
採で資金左確保して謹設したので，これに対する生徒，

学童の感謝義恩の精神と国土認上運動の推進とを結びつ
けるよう計画した。

4間伐の書及

戦時戦後を通じて針葉樹用材群に対する手入は労力不
足の関係と経濱的の問題で，殆ど行われていない現状で
あったから，差当り本年度ば公有林及個人の篤称家を対
象に普及し，この施業地を一般に展示して，§報斬有老
に間伐の必要性と重要度を認識させるよう計画した。

5特用林産樹の奨励

林業多角経営の面からこれを普及し，本郡は纈乙気候
温暖置多湿であるから，この嶋殊性を生かして蕊,桐，
油桐，ツバキ等の鐵篠騨及を計画した。

一
一

■

③顯著な普及効果の事例

A擬草地の改良

（イ）原野の分類

原野を使用目的から大別して2種に分けることが出来
る。その一つは漫家の住宅や附属建物の屋根葺用の萱遼

採取するの霧目的とした登場と木炭包装用嬢の原料であ
る萱の凋砿萱鵬がこれである。

その二つは所謂採草地で堆肥用原料毛ある青草や縦畜

屯
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長田？昭和26年度普及実績の内容

用草類の採収を目的とした採草地がこれである。

（ﾛ）採草の方法 ，

前者朧使用目的から萱の黄熟をまって，年に1回の刈

奴であり，土地使用の条件も異るのでこの須については

省略し,′後者に､ついて見ると構内全般に昔からの憤習を

その錐に草の生育を待たないで，5，6月の頃から無統

制で各人が労力優先酉採草する方法であ､つた｡このため
鋤伏を続けると労力のある農家ばかりが利用して，全般

の農家には採草もされないで不公平であるばかりでな

く，草類の成育中に数回刈取るので,年為地力ぼ滅退し
て採草愛も域る一方で併も荊鰊類や濯木鞠&次第に繁茂

して，凋璋地としての価値がなく蹴るようになった。

（ハ）採草地の改良

啓蒙運動。磯会ある毎に採草地改良の必要栓を力説

し，叉一方部落座談会を幾度となく操返して，改良の効

果について計数的に図示して説明した｡

採草適鰯の指導｡擁草愚の増加を図為ために，叉肥料

及ぶ飼料としての成分含有の最も多い噸明に刈取るよう

指導した。

割山制度の実漉現有採草地左各僅家の田・畑所有面

穣及議畜飼養頭数に按分し，5ケ年間の交替性配分詮実
施した。

荊鰊頚潅木類の堀蕊割山制による各個人の所有採草

，地毎に字入管理することにした結果,荊諌類の堀敢を行
い政良された。

火入の中止。このため採草地が全面穣利用さ沁荊練

類の焼郷､を目的とした火入も中止された。

庇陰木の植付。採草地め乾燥を防ぐため庇陰木植付を

計画中で，目下県営苗畑で青島トケブーシニセアカシヤの

育苗中である。特に割山制の実施は各農家が計画的漣労

力配分も出来,叉適斯採草の目的も達せられるので採草
地の改良仁は最も効果的の方法と考えられる。

B識幾体の改良

（イ）薪炭林の経渋的地位

本郡に於ける薪炭林は民有森剃地の約70％，25,.000

町歩で面積の上からも，林産物生産資源の面からも叉経

済上の地位も重要な役割巷果している。この薪炭鉢から

生産される林産鋤鮭本郡物産の首位を占め，木炭年産
型0万俵，薪100万束に上り，その金額も大約4億2

千万円詮超えている。

（ロ）薪炭生産者従業状況

縦近の薪炭生産Fｲ鍔している者は

従業世帯数 3,010戸
同家族総人員 18,662人
製薪炭従業人員 5,912人
築窯されている数 3，161基である。

、（ハ）従来の施業方法

本郡では大正年間，梁の指導によって，クヌ謡大島

サクラ，ヤシヤプシ，エゴ等の広鶏勧の“が行ｵつれ，

部分的には樹種改良が行われて，大いに見るべきものが
あったが，戦時中の労力不足と戦後における経済的の関

係もあって，近年無手入状態になっていた。 ，

（二）普及の方法

こうした状況にある本郡であ温め､ら今回の薪炭称改善

の目標として先づ次の4種を選定して，と燕,に重点をお

いて普及した。

○適地適木による樹種改良

○伐採樹令の選定
○伐採期節に対す為注意
○台株整理による萠芽促進

①適地適木による樹樋敦良

本郡は全郡天城連山の余脈で海津面より殆ど急峻

な山岳地帯で到る処，岩石露磯して，地表極めて浅

く，樹種の選定には相当技術を要するので，溌緑広

葉樹と落葉広葉樹と鰯混植,叉は単純称の育成等適
地適木粒指導した。

②伐採樹令の選定

伐採期についても近生磯し<若木伐採を繰返えす
向が多1,,ので，適切なる伐採期の指導をした。

③伐採期節に対する注意
琴畿採については，次回萠芽腫悪L､影響がある

から，篇に霊は伐採を中止するよう指導し，箙芽
の健全な生育をするようにした。

＠台株整理による萠芽成長促進

本年度の薪炭林改良事業の重要テーマで全管内に

指導した。即ち2年生萠芽林叉は3年生萠身郷につ

いて，萠芽整理を行うよう指導1-"，叉不良樹種の根

絶,雑草の刈抵を行って，残存萠芽の健全な生育を

促進心,林絹の改良も併せて行うことに努力した。
（承）或良された薪炭林の生育状況

台株整理をした薪炭称は側れも良好な生育を続け,収疹
賦も増加し，成績も良い。

C学桟休の推進

（イ）昔から記念事業に行った学校林

当管内では約50年前がら学按林と名づけて，卒業記

念に生徒が村宥地の一部に植林Lた事例茜識多くあっ

て,特に明治38年の戦勝記念と大正3年の御呉典記念
事業として植林したものが多い。

（口）学校林で中学稜も建築

終戦後，新鐵育6．3制施行と共に各町村共に学校増

築が行われたが,学校林のあったIW]満では，極遊て順澗

に建築が進み,木の香新しい新校舎で新教育が行われた。
(Z"､）報恩感謝造林と国土鯛E運動との結びつき。
他町村に先がけて，新校舎で勉学することのできる生

徒達は，何れも先輩の努力と有意鍵な記念事業に感謝し

老
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長田：昭和26年度普及実績の内容

（卜）学按植林コンクールに優位入淡

以上のように学校林は何れも針葉樹造林詮行ったが，
成績極めて良く叉手入下刈等管理も良く行きと贋き，順
調の生育を鏡けている。殊に毎年実施されている学涜値
林コンクールには毎年出品L裳の都度優良の成績詮収め
ている。即ち

昭和25年度艇は

中学校1位上河津中学種，小学校2位稲販小学
校，同3位南中小学校，同3位宇久須小学校

昭和26年度には

高等学校1位染立稲坂高校，中学校1位上河津
・中学筏，小学校1位南中小学技

と楽下の1位を全部本管内で占めるという好成綴であっ
た。

叉昭和27年度には

高等学校1位県立下田南高校，中学校1位上海
津中学校，小学校2位南上4学校

とい．う良い成縦であった。特に上河津中学校は3ケ年間
1位を連続瀧得す愚という珍らい､成綬であった。

以上が主な普及実績であるが1ヶ年の過ぎた後をふ
り返って見て霞だま誰事は沢､あったのであるが薔及
事美詞剰遡られてから日ガ罐いので，人員と寵鍵等の面
に制約もあって，森屑斬有者の方為に必ずしも満足の普
及ができなかった事を鋳含に思うが,制譲の収獲が長年
月を妻ずるように，澗索の技術普及も1年や2年で舞聴‘

な成績詮上げることは渕藻と老へられるので，よしやそ
の魏果ば遅くとも一歩一歩の前撒勤:やがては普及摩礫の
理想に向っているなれば快事といわなければなるまい。

て，報恩感謝の気持力癖詩昂揚したので，こ･の気持をそ

鰯鯨鶏難窪鐡繍驫驫蕊溺
で，この緑化運動と報恩造林とを結びつけて，愛林緑化
精神の昂揚を図り，これを実行に移していった。この学
校植林には各町村役場及PTA役員迄も参加したので一

層効果的であった。

（二）当管内で実施した学校林の特色

当管内で億比較的に原野採草地の面職§広いので,採
草地の改良をして，そのたあ余分に獲った原野に学佼林
の推進をし，学校造林と採草地改良と愛称建動とな兼ね
た一石三烏ともいうべき良い結果を収あた°

（永）責任名札制の実施
有意義の造赫であるから，1本の苗木も桧らさないよ

うに，生徒各人毎に責任名札を持参し，植赫箇所へ建て
ておき，下刈も手入も各人の植林箇所を手ｽするように

して，苗木の活着状況や生育状況も観察し，明年庭植林
への工夫獅究もするよ5にした。このため極めて丁寧に

植林されて，上河津中学佼の造林地の如きは4町歩の内

苗木の枯損僅かに’3本という僅少なもので一股村民か
らも賞讃された程である。 ．／
（へ）…の実績

昭和25年度以降本管内で実施した学校林の実績は次
のとおりである。

昭和25年度 11校． 16町2段

〃 26年度 9校 23町歩

〃 27年度 10校 32町歩
と毎年鰭伽している。

一
■
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…伐木運材に從事する技術者への新鮮なちく州の－
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惨/イタケ栽塘の原木について 』

－河村柳太郎。河村昌司

ん。霞た，春でなければならぬと云うこともありませ

ん。雲は，伐採された木に，シイタケの菌糸が，良く発

育する様な状態であれば良い訳でありま､す-℃
シイタケの菌糸は，乾燥気味なところで好んで発育す

る，（好職性と考えま詞習性を持って居り.ますから

伐られた木が，少盈乾い先時が,菌糸の発育には．最も
良い訳であります。

表日.本の獺に，冬期，乾燥して，春頃力.ら割合に空気

湿度の高くなる気候状態の地方(湖蜘方も含む)に鎧
いては，秋口に原木を伐採し，翌春，2月頃までに植菌

するか，もしくほ，春先，木の芽のふくらむ質(芽の出

始婦る蹟）に伐り倒し，その後，1ケ月位して，玉切･り

植菌寄る。それも脳来なければ， 1，2月の日光の照射

弱く，空蒸の乾燥勝な冬期間に伐採して， 3，4月にか

けて，玉到り，植菌す為方法。

これに反し，日本海岸側（冬期間積雪している蕊I馳

方から』北海道を含む）の冬期，多湿で，春から，夏に

割合に乾燥する地方においては，冬の終りに近い，2，3
月頃，雪の上で瞬く左伐採するか，蓑たは，春,木の芽

のふくらむ頃(芽の出始める， 3，4月頃）伐採し，そ ・

の後2～3週間で植菌す．ると，植菌後の， 5，6月の乾

燥勝涯気象に依って，通風良い作り込み場(伏せ込み場）

に伏登込んだ原木が，適度に乾き，それにともなって，

菌糸侭順調に原木内に発育繁殖して行きます。

この様に,冬期』割合に温暖な太平洋岸側(九州地方

を含む）の2，3月にかけて植菌するのと，冬潮間中，

積雪している日本海岸側から蕊I馳方,錘ぴに，高冷地

方の偽5月脹植菌するのとは,稲菌の時期莎藻､っても

大差なく収謹期に入るものです。

、

澗譲術第127号誌上lこ塞さｵしました，今井正三氏

の「進歩した最近の椎蘂塔」と，題する論文を拝統致

し，図解が多く出て居り，大変に読む人Iこオヮかり易すぐ

有難く感じました。

シイタケの栽培を行うにあたり，立木のf遊防法，な
＝
、 娼

当
らびに，原木について，

で，浅学非才詮かえりみ

多少意見を持って居

ずこの誌上に発表致し

りまずの

，シイタ

ケ栽培に関心憩持徒れて居り藻す人為に，いくらかでも

参考になりますれぱと，あえて筆をとった次第でありま

すも

現在のシイタケ栽培は，各趣に於て，ほとんど，種菌

麸使用する方法に変り‘つつあり震ずし，また，種菌を使

用した栽培恒於ては，『この様なところで，シイタケが

発生するだろう力山と，人力増をかしげる様な場所でさ

えも，､キノコ麩撮っている程に,栽培が安易に行われる

穣になりました。

それで，種菌さえ使用したならば，間違いなく』シイ

タケ力溌生する＄のと考え，あたかも，農業において，
壷肥が使用されてから，金肥万能に瀧ちいり，従来の自

論肥料や，蓋た，深割罐に注意を向ける人燕が少なくな

って来た短所力魂られた，と伺犠な現象が，シイタ〃栽

培にも来るのではないかと，危倶するものであります。

現今のシイタケ栽培ほ，今井氏の言われます通り，主

として，寵菌を使用する方法に移りつつあり，一方また

菌糸の習性も逐次研究されまして，栽培管理の方法も，

進歩改善力珈えられ,戦後は，特に全国的にシイタケ栽

培が普及し,各地でその成果が上りつつあります。

,しかし,錐,使隔して居る原木に就いての議漢が，
充分に行き渡って居るとは考えられません。

~
d

－刃■

シイ糞ケの栽培においては，信婦ある種菌と′シイタィ な鐙，余談になりま､すが，ナメコ菌糸は，シイタ歩菌
クケ菌糸の習性′掴､に原木についての知識を持ち’その 糸に較べ，大そ5，腫気中，またば，水分左含む木材中

上に栽培地の地方気象を考慮し’キノコの乾燥技術まで にて，良く発育しますから，その原木の伐採侭，積雪地
身につけて始めて′より一層完全に近い栽培経鴬が可能 方に於ても秋口に行われ，多湿な冬鰯間，雲中に埋れ居
腫なると考えます。

ることも何等差支えないことです。
原木の伐採時鐡臨古来より，種共云い伝えられて居 一

他面，シイタケ木の原木として使用する樹種に依って

も，伐採するのに良い生理状態の時期が多少違って居り
りますが，一がいに，秋が良1,,とぱかりば表われ童せ

(錐者）河洞式シイタケ研究所員 ます。
●
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河村:雪皇ケ栽培の原木について
鐙も早く伐採する樹種は，シデ・ソ宮の類であり，高 んで居る生理的水分が蒸散し易い難に倒して居ります｡・

冷地唇9月下旬より，普通地で10月‘中旬の』落葉しな この時,伐り口は,完全に切りはなずことは，云うまで
い前に伐採するか，篭たは，春，2月下旬より，3月一 もあり龍ぜん。

杯位，樹液渤鋤き始麺て，芽のふくらみかかった時に髭 このことも，シイタケ菌糸が,死物寄生であり，姪気
ります。 性腫あるの窪栽培撰術上に採り入れたことと一致する，

高冷地,.鬮上地方などにおいては，3月から4月一杯 古来よりの方法であります。
位まで伐られます。 シイタケ栽培に於ては，使用されている原木の樹種腫

ミズナラ，ナラガシワ，オォナラなどは如月始めから 依って，それぞれ，靱皮組織が多少，異って居りますの
10月一杯位に伐り，春は3月中旬より，4月中旬にかけ で，その有様をも議意にスオして，伐採後の処置，ならび
て，木の芽のふくらむ寅(出始める頃)に伐ります。な に,作り込みを行う稜心掛けることも必要となって来る
鮨,前調した様に,冬舗積雪があり，多湿で4月下旬頃 でしょう。
から乾燥する，東北地方においてば，冬期雪上での伐採 靱皮部（亜皮部）の組織を，シイタケ栽培の上齢ら，
力極燕な面から見ても良い綣果を生んで居ります。 1．扁平繊維質，2．糸状獲識維質，3．糸状長織陰質と

コナラ，クヌギは，最も遅く， ユ1月中旬より， ］2 3種類に分けて，それぞれの樹種の特徴をつかみ，それ

月始めにかけて伐採します。クヌギは，暖かい地方では に応じた栽培管理を行うことが，あたかも，畠作りで水

一
畦

引きの良い畠と，水引きの悪い畠とは，その畠作の方法

詮麹上させると同じ樹乙必要なこととなります。

1．扇平繊維質 ノ

クリ，（カヘデ類・ミズナラも多少此の傾向がありま

す）が代表的であり., ､形成層から，外皮にわたって，靱

（扁平繊維質）

その年の内に植菖する位に考え，春は，ミズナラ，チラ

ガシワなどと同じく，3月中旬より，4月中旬にかけて

伐られます。

シイ，カシなどの鴬緑樹に於ては，何時伐つでも差支

覚ありませんが， 12月から1月〒杯位に伐ることが良

い維深を得霞す。住として‘太平洋岸”中部以西の暖
かい地方）

クリ類は，種類勧琴いので，蝿削もそい期間力榎く，

一がいに云われませんが，おおよそ，ミズテラ，オオナ

ラなどと同じ位の時期に伐られます。

これらは，いずれの樹種においても，それぞれの樹種

の生理的面からも考察した伐採期看あると共に，事実，

古くからの栽培家の行って居るところであります。

シイタケ栽培腱使用され愚立木の伐採方法は』普通の

用材である杉,桧などの礎採と異り，山の高部R亡向った

斜面惇鐇いて;出来るだけ,かかり木にならぬ様,横山
か，下山に倒すのを普通としますが，万一上山に倒す時

p

1

＝

～

f
L ‐

伐った木の木口は，空気中に浮く稜にして，木の含

立木の伐採（根返しの図）

は，

、

淡部を，一枚一枚,紙状にうすく剥く・ことが出来ます。
この穣な組織を将曾澗に於てほ,水分を含み易§，一度
含んだ水分は，蒸発し難く，ともすれば，亜皮部から腐
れ始めて，それも稲成層部に悪影瀞を及ぼし,植菌され
た菌糸の発育を阻むことがあります。

それで，作り込み通行う際腱も，特に逓風左良くして

多湿になることを防力禦弐ばならぬでしょう。

しかし，その反面，これらの木の誌木は，直射日光を

受けると,表皮力翻れ易いので，日光の直射するところ

に放置することは,避けなければ芯りま栓ん。

31－一一
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河村： シイタケ謬苦の原木について
｜

靱鹿部にあることガ穂められます。

この類の亜皮部，形成層部は短繊維質のものより崩れ

難く，扁平繊維礎の類などの様な過湿時の心配も，短繊

維質の原木の嫌に，乾き過ぎた時の心配も，共に少なく

概して，乾き勝なところに木詑放置したのも，植菌し伏

避込んで行けば良いものです。

以上の様に,‘シイタケ栽培腫使われる木を大きく3種

類に分けても，若木と年数を経た木，また，同一木でも

根元と,技先とはその作り込みの時に，手愈減を加え,伏

せ込みの型,地面との距離など適当にすることは申すま

でもありません。

なお，一般に原木外皮は，あまり深く考えら”て居ら

ない蟻に感じられますが，シイタケの栽培には，大いに

意義があります。

外皮（表皮）の処持に見られる気孔，皮目などの‘､孔

以外あ組織部より，空気や水力輻過するの篭防いでいる

のが，この外皮，クチクラ層，コルク層であ，まず。

タ熾空気や，湿気と柔かい原木亜皮部，また〃それら

中に発育錘しているシイタケ鱗との,直接の接触を

阻んで居り，タ峡に依って．無菌状態の原木内部ならび

に，シイタケ菌糸は保謹されて居るのでありま‘す~b

キノコの発生する時には，この外皮が湿気を含んだ婿

木内の各組織と共に，菌糸に必要な水分を保たさしめ，

その水分の蒸散するのを適度に防止し,楕木内に一定の

湿度を保ち，シイタケの発生を促すのに重大な役目をな

して居り霞す。

現地の栽培に鐙いて，外皮詮疵けることは，栽培する

人が』雑菌など腫対する防壁を，自から破ることにもな

ります。出来るだけ，原木，特に木皮部億，大切に坂り

扱う必要があると考えます。

逓毒，シイタケ栽培も轍んになるにつれて,種菌さ患
植えたならば，と，云った様な安易な考えから，貴重な

原木蓮空費するのを虚れ，原木についての参考事賓をか

んたんに列挙してみました．多少なりとも参考準なりま

すればはなはだ幸いに存じまず。

（う耶付式シイタケ研究所員）

2．糸状短繊維質

クヌギ，カシ，シデ，ソロなどが．この内に含まれ，

これらの亜皮部は,縦にばしる繊維が短かく，爪這掻け

ば，よぅいに崩哩反ることが出来ます。この亜皮部は，
ノ

（糸状短繊維質）

■
■

咽
一
〕

■

横方に割れ易く，また外皮も，縦横に，割れ目があった

り，シデなどの稜に薄く剥溌しやすいものがみられます。

この亜皮部の横割れ催，原木を日光の直射にさらすこ

とから生ずるのであります,生木は,比較的に,織帥し
を起し蝿､のですが，乾くにつれて，横割れ詮起します

から，あ護り乾かない中に橘罫することが良く，その後

も直射日光の当たらない，明るいところを選ん燈作り込

む必要があります。

3．糸状長繊淵讃

ナラ，コナラ類は，この代議的なものであり，糸＃磯

維質のものより遙かに丈夫な亜皮部な持って居り，その

一端を小刀の先などで掻くと，縦に長い強L､繊維がその

（糸状長繊維質）

0

《
一

林業用

度量衡換算表
A6 230頁上質綱更用鐙嘩鑿牢

価150円（会員頒価135円）〒16円

こ託は便利だ！

事溌能率の増進え！

社団法人日本林業技術協会〃
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6．易L<，安く，謹苗できる

繁殖法は有性繁殖法と無性蕊殖法の二つに大きく分け

られ，さらに後者をさし木（埋翰，枝まき，埋根，根

まき,株分け,坂木,撰木などに細分できよう。
しかしこれらの一つ一つのどの方法が，易しく，安く

できるかはいちがいにきめられな､､が，どの樹を繁殖す

るには，どの繁殖法がすぐ・れているかは大体見当がつ

く。もちろんこれも比較的なことで，一つの樹種でも，

時,処，その他で，ある場合はある方法が好ましくて

も，他の場合には，これと異った結果もでるの壱,必ず

しも決定できない。このように，結局はどの方法がよい

かということよりも，樹種ごとに埴)､とつでも多くの繁殖

法を実用化し，合理化することが，より大切な問題と思

われる。

今まで，とかく比較論に重点をおいて諭蕊されること

があっても，新しい繁殖法の研究や，困難なものをより

易しく，確実にする方法の合函上,i実蹴也は，依然とし

て古い時代のままで，進歩もあ蓑りみられなかった。

しかし植物生理，病虫害,薬剤などの発達につ敵,て，

急速に繁殖法も進歩し,不可能と考えられていた方法＃
可能となったり』あるいはその可能程度を高め,名人芸

を近代科学の力で,理論づけ,大衆化し，その成功率を

高める結果が示されるよ．う』になったものが少<ない。さ

て次にこれらにもふれながら治山用樹の繁殖について述

べよう。

（1）種まき

治山に用いる樹のほとんどが種子-越獅蔵できる。種子

がならないから，本質的に種置きができないという種類

はごく少いものであるが，トケナシニセアカシヤ，ヒサ

カキ，アオキ，ヤナギ類のように数学的に零ではないが

実用的には価値が少いので，ほとんど行われないものも

ある。

一般的には繁殖法のうちで種子繁殖によること魂一

番経済的に大量生産できるものと考えられ‘これまでも
多く儀識苗が仕立てられてきた。

単に苗畑に限らず治山事業の点から，種まきができる

ことは，直まきして経擬の節約ができるだけでなく，苗

の根系を自然状態において，順調な生長鐙するなどの特

勅一

長をもち，砂防にも導入されて，実播工，斜面混震工と

なり，進歩を促した事実でも明かである。

もちろん直まきのもつ欠点や,種まきの大きな欠点の

一つ置見逃避ないのは，実行期間が短く，発芽から，幼

苗時代の被害が多く，また他の繁殖法のどれよりも当年

の生長量が少1,,ことで,いかに易しく早く，確実に種子

繁殖を行うかなどは今後に研究余地を残している。

②さし木鯉幹）

無性繁殖のうちの代表的なものはさし木であろう。さ

し木の一番の特徴は親木と同じ性質をもった苗力鵯られ

ることにあるが，しかし，治山事業では樹の経済効果よ

りも，治山効果に重点左おいているので，それほどさし

木による繁猿は重要視されていなかった。ただ編柵や，

芝止用の枝条に使われて，それ力綴を出し，新しい枝葉

を出し，緑化にも役立てぼ都合がよい,というので，龍ナ

ギ類添使われている程度であり，その他グミがさし木で

燕苗されている位である。

しかし，イ身チハギで筆者等が試験したところによる

と，種雲きの時期を失した場合にも，さし木によ”藻苗

木養成ができることが明らかになり（第1図)， さらに

もし貯蔵穂木を使えばほとんど年中100％に近い活着率

が得られることが証明された。

すなわちさし木によれば養苗潮間が長くて，事業実行

上それだけ安全度ガ鐺すことになる。

なお実生苗の得られないトケナシニセアカシヤの出現

と，その需要増加につれて，一そうさし木が要求される

ようになった。そして今籏でさし木がむづかしいとか，

できないzかいわれていた原因が，筆者，森下（旧橘

高)，大山各技官陣よって，次第に明らかにさｵしるにつ

れて，実は従来の苗畑よりも，満興現場のハケ山，ヤセ

地が,却ってさし木繁殖に，よりよい苗床であ恥ここ

をさし床として使えば確実に苗釣場しく，袋<得られて

不生臨地を上等の苗木生産地にL5る長所のあることが

明らかにされた（第2鋤。

このほか，山地ぢかざしは発根ホル掌ンの出現によW)

活蒲率を高め，種まきより，よL壱が早く生長し，緑化

に役立ち，植栽木より生長は多少詣とるが，根系をより

自然のままにし，直まきと，植栽木のそれぞれの長所を

転

《
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Ｌ
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倉田：どんな樹や草を使ったらよいか
4 七

第1図 イタチハギ月別さし木得苗率
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第2図ハケ山で1,ケナシのさし木苗養成 侭）枝まき

前に述べたように種まきは繁殖法のうちで，もっとも

一麹勺で，安く大鹸に苗を生産する長所をもっているこ

とは1否定できないが，生長量の少いのが欠点であると

いうことと，親木の性質を必ずしも純粋に受けつがない

欠点があることは知h尽されたことである。

ところで，これらの長所をもち，欠点をもたないで，

これらに代る繁殖法は枝まきということで達撞られる。

枝まきという方法は，まだ多くの人鈴には耳新しいか

と思弓が，さし木の穂よりも短小な秘ツーなわちセン定

鋏か押切機でごく短く切つ写，これを種子鴬まくように

パラパラまく方法で，例えばイタチハギでは実生苗より

よい苗が礫1詞，より安価に菱苗できる嘩2表)。

第1表苗木の比較（カツゴ内は百分比)

あわせもっているので，これからの緑化に大変注目され

るようになった。

治山用樹としては今のところさし木が実用できるのは

約半数であるが，今後はさらにその数も増加しよう。

要するにこれからの砂防にはさし木工ともいうべき工

法が重霊されるべきで，単に苗を安く，易しく鍾獲す

る手段としてだけでなく，よりすぐ・ｵl’た治山工を行うた

めに，この工法をより多くとり入れるべきであり』その‘

ために，さL木のできる樹をより多く導入し，な話さし

木のできる樹をなお増加するようIII究すべきである。

（誼さし木というと，大体穂の2/3を地中にさし，

1/3童池上に出すこと釣輪法のようになっているが，落

葉広葉樹ではぼとんどを地中にさし込んでおき，とくに

職癖池では，地中に穂の全都を埋込んで渡けば成績のよ

’いことが判り，必ずし＄従来の聡緑樹のさし木法に準ず

るわけにはいかないので，このような場合には垣辮とよ

んだ方力麺当と思われる。

9
《
ｊ
マ

蕊扇≧蔓§'． 直径
1nIn

高
Cnl

重繊
9

ま
ま
し

種
枝
さ

き
き
木

３
７
４

５
６
０１

13(1O0)

73(127）

83(197)

2.43(100)

3. 17(130)
5. 13(211)

8.79(1”
13.35(151)
23.頭(272）

〃

第2表苗木1万本あたりの整苗費

鞠繍|講糖織撫
p

し，

,落

1.鋤|蕊
<に 種まき 12Q｣一 '30 640 42
のよ 枝まき300 90 35 400 48
準ず辻ヨミ 1200l 1501 1100800 98
とよ 今のところ，この方法のできる樹はそう沢山ないが，

これも研究の瀧深,次第にその範囲や得苗率左増してい
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、

くであろう。 葉がふれ合い，重なり合えぼ，次雛に柚死し淘汰され，

(5)に述べる根まきと共に，この枝讓きこそ，すぐ･れた 空間を生じ，あるいはまた枝上りし，純分としての調和

を破り，治山効果麓減ずることが多い。

従ってこの空間，空隙を補充する必要が生ずるわけ

で，そのために耐陰性の強い樹も必要となる。しかし今

までこのような観点から，耐陰性樹鞍探究したことはあ
まりなかった。

もちろん耐陰性の強い求もないことはないが,肥料木

でないとハゲ山，ヤセ山，砂地では緒局は肥料欠乏で，

生長がおとろえてしまうので，治山事業には必ずしも普

遍的なものとはならない。

ところが幸なことに肥料木であるエニシダが，かなり

の耐陰性芝もち，下木植栽に適しており，そのすばらし

い事実もある。すなわちこれからは,･見逃していたエニ

シ亥をもつ･と山地砂防にも海岸砂防にも使うべきであ

り，同時になおすぐれた耐陰性樹を，他に見出すことを

忘れてはならない。

8．治山用樹としての適性判定

こ誕蓑で1－7にわたり特性について述べたが，そｵし

葱Tlの条件に適合するものにO印をつけて，合計した結

果が第3表である。

もちろん○印の多いものが絶対的にすぐﾂしているとい

う訓づげでなく，ただ好ましい樹であるといえ職,､えるだ
けである。実際問題としては，場所，目的などの条件に

よって，望ましい適当な樹がその場合場合に,個々に決

められるべきで，ある場合には○印が少い樹でも，それ

が一番3－轍した樹であることもありうる。

例えばモクマオウ，ヤマモモなどは○剛の少い樹宅あ

るが，ある地帯ではこれより○印の多い樹に優先して使
3つれることもあり，また○印の一番多いニセアカシヤ

は，トケがあるのでとても嫌われ，却って排斥されるこ

とも現実として存在する。

す方識つち具体的には，現場ごとに，特性にもとザいて

好ましいもの力遜ばれる必婆があり，どの樹がずく・れて

いるという順位はつけられない。

なぉい雀まで吟味しできた特性にもとづいて，治山絹
として，こんな場合にはこんな樹や草などが，まあよか

ろうということ在，大ざっぱに示してみ為と，第4表の

ようである。

おことわり

第128号から始めた，この講座の印刷をみると誤記や

誤植が，かなりあり，申訳もありまぜん。号を追ってそ

の都度噸二訂IEすべきです･が，勝手症がら，何かの溌会に

まとめて訂正することで，お許し願い漆す。

苗木蕊寵法の一つとして，また緑化,治山工の5ちの，

すぐ瓢た方法として，今後-胃･そう発達さすべきである。

（4）埋根

枝をさし穂に使って，’これで讃を作ったと同じよぅ

に，根を切って，それをさし木鯉幹)に準じてさしつ

ける（または埋込む）方法を埋梗匙いう。これができる

ことが確かな樹はまだ少いが,今後はさらにその範囲が

広められるであろう。

とくにニセアカシヤをハケ山に埋根して（第3図)，

総くほどの生長をしている事実は注目に値しよう。｜
第3図遥娠でハケ山緑化

" - 蕊男･ ､ ~. .. .~. \'% \
L

浅鐸--､‐ 。 、' ′ ・ ．．#, 典、 二更、 受強

》
し

（兵庫県姫路市・治山現場）

（5）根まき

根まきとは埋根用の根をさらに細分して，これを枝ま

きと同じよりにまきつける方法である。この長所は前臘
ものべた種まきと，さし木の長所を，それぞれもってい

て，枝まきと共に将来重要視してよい方法で，単に苗畑

、

L｢

一

垂 に於いての養苗法としてでなく，同じく治山工において

も見逃せぬ工法の一つとなろう。

この方法も，現在実用化Lているのは，ニセテ駒シャ

類に限られてい為溌なお他の木笹も行われよぅ。

以上のように多種類の繁殖法で養苗できる樹酋雲まし

いわけであiり，とくに桟まき，根まきが?できることは，

治山用樹として大愛すく･れているものといえる。

それでヤナギ嬢ニセアカシャ類，イタチハ謂力發苗

繁殖の点からは，特にすぐれた治山用樹といえるわけ

で，もつとこれらを使うべきであ為と同時に，あらゆ為

樹瑳色為の方法で,安く，易しく，確実に養苗繁殖でき
るように研究きるべきである6

7．耐陰性が張い

治山用に侭つれる樹には陽樹が多く，これが生長し枝
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忠

軽視されていた適地適木の概念に，科学的な裏付をして
適地を具体的に説明づけようと試みた。

このために消噸で岩石の剛6を7章に分けて，とかく
判りにくい現象を，ぐっとくだいて説き，後編を森林の

立地として3章に分けて，我国で問題になっている称業

地幣の地形と生育について明快な解答を与えている。
例免ぱどんな地形区では，どんな樹種篭造林したらよ

いか，どんな地質の所では，どんな工法が適当かを判断
する上に役立ち，今までおちいった誤りにおちることが

さけられ,経済的にも無駄が省かれ,実行上有益な指針
を与えてくれる。

すなわち，学者が書いた本はとかく難解なものが多く
また，かりに理解できても，理論に走りすぎて，たんに

知激をますに役立ったにすぎない書が多いものだが，こ
の本は林業に関係ある誰人にも，今まで疑問とされ，あ

るいはウツカリ気づカザにいたことが，理論と実際の方
面から「ハ・ハーン」とうなづけるものがあろう。

従って私は本審を，とくに治山と造林にたづさわる，

あらゆる林業人におすすめしたい。
．内容は前編岩石⑳風化

(1)風化作用②化学的風化作用(8)理学的風化作用
側剛上産物の二つの形態⑤風化産物の実例(6)剛上
作用の不連続性

後編森林の立地

(i)森林の立地と地質岩石侭)森練の立地と地形(3)花
崗岩と古生層の立地（段戸国有林の例,阿武隈山地の例，

鳥取梁智頭林業の例，栃ｵ課上都賀郡西犬芦村の例，山

口采玖珂郡の例，京都市大文字山の例，岡山県児島半島
の例)。 （林試・倉田益二郎）

函団岡田
己

應用蛾質

理学職士小出博著

発行所古今書院（東京都千代田区抑田駿河台，2丁

目10番地，振替東京35340詞
とかく森林立地学とは，あたかも森林土じよう学のよ

うに，かたよって，一審的にすすんで，その基礎となる

地質学と，また密接なつながりをもつ森林肥料学が，ほ
とん:ど見捨られていたようである。これからはこの残さ
れていた両者が‘もつと発達をとげて，三砦が関連をも
つようになり，さらに他と結びついて，広い真の森林立
地学が確立し，林木生長を論ずる基盤として，発達すべ
きであろう。

幸い森林肥料学は芝太博士を中心としで，一歩一歩扉
が開か排,,,応用地質については小出博士がその先鞭をつ
けた。そしてその鶏責の一部が，このたび｢応用地質」

（岩石の卸bと森林の立地,新46判，176頁,定価180
円）として発刊された。

この書は著者が学生時代,大学院.帝室林野局，農林
省，地質調査所と，過去約20年間にわたり，職に今ま

言電憲雛溌擬蕊懸聯勵
もの，あるいは縁が5．すいものと力毫えられて，あまり

注目されなかった段階から，地痩を地質という狭い，と
ぢこめられた域から脱し，とかく非科学的に表現され，

三一呂奎

一

前編で岩石の風化左解説しているが，本書の特徴は後

編の森林の立地である。これを3部にわかち，第]部の

森称の立地と地賀岩石では，鐡肩の化学成分,岩石の理

驚獣圭呼繍墓蕊撫簾雛
支配されることもあるが,理学的風ｲ隙蔵径によって土が
おおいか石礫質であるかによって赫木の生長力漣う。地
質構造に関しては傾斜ぜる地層では受盤と謝雛とによっ
て土壌の性質論よび林木の生長力漣い，受盤の側は傾斜
が急で砂礫と岩塊がおおく彬也がこえているという。

第2部の森林の立地と噸診では，地形区と気候区との

関係を論じて西南日本の地賛を述べ,地形識よび林業と

の関係に論及しているが,西南日本の称業の発達は地質
や母岩の差では説明しにくく，地形との関係が愛要であ

るという。ついで著者がかって研究せる瀬尻や段戸の実
例をかかげて地形の重要性を論じ，著者の提唱せる谷密

度や傾斜面の形･谷の断面図から棚地形にお聖び,堆穣
地形がメギに適することなどに及八でいる。

第3部では段戸･阿武隈その他数例凌あげて花崗岩と

古生層とを比較している。古生層にはスギの優良造林地
がおおく，花崗岩はスギに適しないことは林業家の常識

であるが，緬彦との関係に結びつけてこれを説明してい

る。

小出博士の地形論は個性がつよくあらわれているだけ
に謎否ともに批判がはげしいが，澗諜技伽蒲はまず本醤

を読んで小出学説を理癖すること力響まし<，おおくの
実例をあげてい為だけに＄鐸上参考になる点がお率い。

（中村畳太郎)

9

a

q

一，

1 4
h

諏訪地方を主として隣接諸県の実例をあげて，環塊因

風土産業 子と鱸縫との認系を與頻築く説明してい港｡たとえば長
三渕縢衛署，河角広編B6判本文257- 野架における夏および冬の主風の方向に関する観察はと

写眞版多数300円古今醤院（祁田駿河台） くに興味が深く，風や雪や低温などが産業に活用されて

三沢氏は諏訪中学の先生というよりは，地理学者とし いる鮨おくの実例があげてある。
て広く世界に知られた人で，死後ｻｰでに澗妬年になる 風土ずなわち環境はその真相を捕えることが困難であ

が，かつて信濃教誇から刊行された本書は，装をあら るだけに，もののみかたや考えかたについて啓尭される
ため，新かなづかいにして，4たび世にあらつれた。 ところがおおく，これらの知識は林業や日常生活に減用

風土とは鶉者の新創見による地理学の対象であって， でき瀦凝がすぐなくない。

風土産業は適地適業の意であり，風土侭適地の剛」す 自然の観察に興味を持つ青年に読んでもらいたい審物

なわち林学でいう立地(環境)に相当する。 のひとつである。 （中村資太郎）

－37－

一



園本林業技術協会関西支部細則 昭和25年5月17日改正
ノ

第1章離成及び事務局

第1条本支部は石ﾉ1I,福井，滋賀，京都，三重,和

歌山，奈良，大阪,兵庫，烏収，島根，岡山，広

島山口の各府県(以下関西地方とい5）の日本林

業強術協会(以下本部という）の会員及び賛助会員

を以て組識する。 ’
第2条本支部は職域及び地域によって分会を設け

るd

第3条本部に対する入会及び退会申出は，なるべく

分会叉は支部を通じて行5ものとす為。

第4条本支部は大阪営猟局内にその事務局を鈴く。

第2章事 業

第5条本支部は本部の目的を達成するために，左の

事業を行うo

1関西地方分担単位として本部の事業を推進し

並にこれに協力すること。

2本部の目的に合致する地方的蕊業の企画及び

実噸瞳に本部j､の勧告6

3分会及び所属会員の異動調査。

4本部及び分会との連絡。

第3章役員及び価間

第6条本支部は，支部長1名委員若干名（内3名以

内を常任委員とする）を騒ぐ。

支部長は総会に於て会員の中から選出し，委員は支

部長がこれを依頼する。

第7条支部長は支部を代表し支部の会務を総理す

ぉ。

委員ﾙま支部長を補佐し会務を分蟻する。支部長事故

あるときは予め支部長狗詣命する幣任委員がこれ左

代理する。

第8条役員の任期は満2ヶ年とする，但し重任を妨

げない。

補欠者の任期は，前任者画任期を継承する。

第9条禾支部には麗悶を輝くことが出来る。
顧問は委員会の推薦によって支部長が依頼す霧。

顧問は，本支部の諮問Wご応じ叉本支部の運営につい

て意見麹述べる。

雛4素会 識

第10条本支部の会議は左の2とする。

1鵠 会

2委員会

第11条総会は，毎年エ回支部長がこれを招棄する。

麦部長は委員会の決議に基いて，臨時に総会を招集

することが出来る。総会催,やむを得ない場合は招

集によらず，書面によって開催することが出来る。

総会の決議は出席者震面による総会の場合は書面

提出者）の過半数をもって成立す患ものとする。但

し可否同数のときは議長がこれ詮決める。

第12条総会は次のことを決議する。

1支部の予算及び決蕊の承認。

2支部規則の変更。

3委員会からの提出事項。

4その他総会が必要と認めた事項。

第遮条委員会は，会務遂行上必要ある場合，支部長

が随時これを招集する。

第哩条委員会ば必要ある場合は‘総会の決議を経な

ければならない事項を処理することが出来る。

但しその場合は次の総会に鎧いて承認を求めなけれ

ばならない。

鋪5章分 会〃

第15条本支部の分会は次の通りとする。

1府県序分会 0
2学校分会

3営林局分会

4営林謡分会

5林試分会

6その他特定の分会．

地方事務所為属会員は各関係府果庁分会iこ合流する
ものとす為。

会社個人，その他民間の会員は〃その会員の所在

地,'1鵬等を考慮し前項の何れかの分会に合流する

ものとする。この場合はその会員と関係分会が協議

して所属を定める。

第16条膨艘庁及学校分会は，その分会力諦望する場

合は，支部の諒解を経て会蕊蝿込，雑誌の配布そ

の他事務上の取扱に関しては本部に直結する兵とが

出来る。

第”条各分会に分会長1名及び委員若干名をおぐ。

分会長は各分会所属会員がこれを選出し委員は分会

長がこれを依頼する。

第18条分会役員の任鶏その他は，支部の規定に準

ずる。

第6章会 計

第19条本支部の経費ほ，本部の交付金及びその他の

収入を以てこれにあてる。

第20条本支部の会計年度は毎年4月1日から翌年3

月31日までとする。

〃
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‘ 日本林業技術協会四国支部規約

第4章会 議

第n条支部の会議は総会及び理事会とする。

第12条通常総会は毎年ユ回これを開催する。

臨時総会は支部長その必要を認麹たとき，叉は支部

理事5分の1以上の要求があったとき麦部長これ室

招集Fjﾏる。

総会はやむ詮得ない場合は招集によらず謹面腱よっ

て，これに代へることが出来る。

第13条総会は左のこと詮議決する。
参P

1．支部予算及び決蝉の承認

2．支部規約の変更
3．理事会からの提出事項

4．其の他,総会が必要と認めた事項

第14条理事会は会務遂行上必要ある場合は支部長が

随時こ熱を招集する。
館15条緊急の必要ある場合は総会の決議を要する事

項室理事会で処理する事が出来る。

但し，右の場合は次期総会に於て承認を求めなけれ

ばならない。 ／

第5章分 会

第16条分会ば次の通りとする。

1．営林局分会（営林署を含審）1
2．県庁分会(支庁,地方事務所を含む) 41
3．犬学分会2

4．其の他特定の分会

会員はその峨域及び地域を考慮し,前項の何
れかの分会に合洗ずる･

第’7条分会の設立並びに運営に関する規定は別に定

める。

第6章会 計

第18条支部の経凝は本部交付金及其の他の収入壷以

てあて患。

第19条安部の会計年度は毎年4月1日から翌年､3月

31日迄とする。

附 則一
日

第20条本認)は昭和27年瓦月24日より有効とす

る。

第1章雄成及篝認監所

第1条本支部（以下単に支部と言う）は四国地方に

居住す潟日本凋錐技術協会似下日林協と言う）の

会員を以て組織する。

第2条支部は職域及地域によって分会をf設ける。

第3条本部に対する入会又は退会申出は分会及び支

部を通じて行う。

第4条調の事務所は高知営林局内に髭く・
第2章事． 業

第5条支部は日林協め目的達成に盗するため左の事

業を行う

1．日林協の目的に合致する地方事業の企画，実

施，並に本部への勧告

2．会員の移動調査

3．本部及び分会との連綴

第3章役員及び顧問

第6条支部に左の役員を置く。

支部長 1名

理事 9釧内(内2名常任とする）．
幹事 2名

第7条支部長は会員中より選出し,理事幹事は支部、
長がこれを委嘱する。

第8条麦笥堤は支部詮代表し，支部の会務を総理す

る。

常任理事は常務を執行し，支部長事故あ為ときは会

務を代行する。

理事ば支部長を補佐し，会務を分掌する･

幹事は支部長の命をうけ支部の事務を常時処理す
る。

第9条役員の任期は~2年とする，但し重任を妨げな

い。

補欠者の任期ば前任者の任期を継承する｡・

第10条支部に顧問左おくことが出来る。
顧問は理事会の推罵に基き支部長が委嘱する。

顧問は支部長の諮問に応じ支部の運営について意見

を述べる事が出来る。 ‘

》
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二

1

○特別講演

新井止郎我国に於ける電力の現状について

影浦卿6国史上より見たる伊溌人の活腿について

藤岡光長林業の建てなおし

＠四国支郡計算尺講習会の開催

四国支部では支部総会で決定をみた昭和27年度事業

計画の一環としての樗認講習会を去る11月27日より
毎

3日間に豆って本部の斡旋によりヘンミ計弊尺KK研究

部杉浦次郎氏讃講師として高知営林局会瀧室に於て開催

した。愛識者は営林局員82名営林盤員25名高知県林

務課員9名’合計116名に達し，全員非粥に熱心に受講

し，今後直ちに事務能率向上の面に其の成果が現つれる

ものと期待されるべく多大の成果を挙げた。（伊尾木記）

＠関西支部総会

本会関西支部総会は12月5,日午前9時から大阪営林
ゲ

局会議室に於て開催せられた。来賓として林野庁から石

谷業務部長，本部から松川理事長も出席し，近藤支部長

以下管内の各府県林務部課長,各営林署長其の他会員等

総計110名位参集した。

木村委員の開会の辞に次いで近藤支部長から拶挨があ

り，本剖睡川理事長の祝辞に猿き，近藤支部長が議長と

なり次の案件を協議決定した。

1．庶務関係報告
2．昭和26年度収支決算

3．昭和27年度予算
4．支部細則の改正（別記の通り）

5．特別事業計画

6．支部長の改選
近藤大阪営林局長を支部長に再選

次いで近蕊支部長から再選の挨拶から鰐いて次の通り
支部長から委員を委獺した。 、

委員植杉哲夫(地方理事）関沢成則

鳥居亮一 木村l謄吉(局分会長）
尾ケ井章 白井弥栄

田中厨 伽鱸将太郎
木村貞次(林試分会長)高垣左藤

藤本公雄 上田弘一郎(学校分会長）

〔府県関係の委員は後日決定委嘱する〕

二
吋

＠四国支部総会

水協会四国支部総会を去るn月24日9時から日本

称学会関西支部総会と共に,秘山鐸妹学講堂で開催し

た。来賓として本部より卿1II理事長,関西支部長，其他

会員約300名が出席して大講堂に溢るるばかりの磯況で

あった。総会は中川常任理事の開会の辞に始まり’奥原

亥部長の拶挨，次いで本部松川理事長の祝辞があり，満

場一致で奥原麦部長が識長に推され議事に入った｡次の

4項目に亙る議案につき中川常任理事の説明があり，滞

りなく円澗裡に議事を進行し，全案を原案通り可決し’

最後に杉本理事の閉会の辞によって2時30分満場拍手

のうちに聡会を終了した。

1．業務報告並に昭和27年度事業計画

2．支部規約溌議

3．役員選出

4．其他提案事項

引きつづいて30分間日本林学会関西支部の総会が行

われ， 10時より特別講演に移った。艤別講演は郷土の

大先輩藤岡光長，謂群止郎,影浦雅桃の3氏による熱弁

湛るる御講濃があり，非常な感銘を与へた。

午後は林学会麗西支部主催の研究発表があった。つづ

いて午後6時より参会者の内200余名の希望者が遊後の

湯の香りた濾よう県公会堂に集り’賑かに懇親会を催し
7時過ぎ解霞した。

翌25日は2班に分かれて，面河方面及び西条営林署

管内円山苗畑，東洋レイヨンを各を観光バスで視察し

た。 （伊尾木記）

○日林協四国支部昭和27年度事業計画

1．四国の林業誌編纂

2．林業との関連における四国産業構造の分析

3〃各種講演会の開催

4． 計算尺其他研修会の開催

5．会員の拡充

当年度目標正会員1,000名特別会員30名
6．其他

o総会に於て選ばれた支部役員の氏名

支部長高知陰林局長奥原日出男
常任理事高知采林務課長安岡 博
同 高知営林局経濫部長喰川久美雄
理事徳島采林務部長立石専三

同 香川県林務課長萩森隆一

謡蟄灘授篝園次剛‘
同 茂
同

同 松山農大教授杉本 醗
同 四国林業職務取締役中本元行
幹事高知営林局雛査課長橋詰敏夫
同 高知営林局計画課伊尾木稔
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伊藤一雄瀞噌針葉樹稚苗の立枯病 45 s
岸本壼吉騨驍炭窯の繕築に就て 25 8
慶野金市どんく・りの味噌製造に関する研究25 8

佐鐸邦彦畠輔根頭癌霞病被害調賓報告35 8
武田禦麦水源の雨愛に就て 45 8
藤林誠．外2名ヒノキの擬艮に関する研究40 8
堀岡．菊地合板用ウイスコース接着剤 30 8
藤田信夫とちの化学 20 8
玉手三棄寿森林の属鱈 30 8
犬飼・上田森林と野鼠 20 8
川口武雄山地土壌侵蝕 25 8
溌蒙蜂防風林 45 8
小倉武夫木材の乾燥 8O 16
伊藤一雄苗畑病害論(1.繕論） 7516
内田 憲木炭の話 30 8
伊藻清三リ謡林産物の需給と栽培(需給編)50 16
四手井・濱縮菰雪と銅;ド 100 ’6
日高義実まつけむし 60 8
米沢.菊地パルプの話 60 8
横山．木下くりたまぱも 70 8

総涯三 W謬琳塵物の需讃と栽培議倶)頚0'6
弁上場一郎牧野草と草生改良 ’00 8
林省三松脂の採り方とその知識100(会員90)8

松本由友しゆろ 100(会員90)16

平田徳太郎出水（降雨の流出） 130(会員120)16
永井行宍しいたけ 100(会員90)16
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其の他

32

50

日林協版丸太材積表

林野庁編羅蕊蕊譲璽普及員
林野庁編第--次国有林統計書

日林協編民有林業総覧

野村進行艤蕊鰯鰯する研究
大迫元雄本邦原野に関する研究

山林局・日林協編林業用度愛衡換算表150（

庁編第--次国有制統計書 50040皇

協編民有林業総覧 ’’500 100妄
言

進行艤蕊鰯鰯する研究 600実費育
元雄本邦原野に関する研究 650 65号

号

日林協編権蕊用度愛復湧謹表150(会員135)16言
目

一一号

（注意） 1．100円以下の御送金は郵便切手でも差支えありません。 ＝
弓

二 言
2．振替で御送金の場合は裏面え必ず御用件を記載して下さい。 ：

＝
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一.‘ 綴日本林業技術協會の新刊書は

I…新刊案内… ‐ ゞ…頁剛介州オ
ー林業普及シリーズー､~雪､へ-,

.--へ~-~､林業技術叢書一
No.35 永井行夫著

瀞輔霊繍鶏曾岡村義男著
乙いた け

實践砂防講義 緬加0周(会員'0円)〒'‘門
〔内容〕栽培史・シイタケの学名・生活史・形態・栄養

A5270頁 定価220円 価値・生理・性・品種・種菌・原木・栽培法・栂木の害
図100葉余 〒 24円

菌・シイタケの乾燥・シイタケ栽培の経営
曾て朝鮮に於ける砂防の最高指針であった原著を基と ’－

し，帰国後自ら現地に入って内地砂防の実践から得た体
験によって之を全面的に改訂し,更に近代砂防技術の粋一林業解説シリーズ､'､~､~､′､・
を坂り入れて完成されたの力蕪書で，特に本会の乞を容
れて執筆されたものである。（発刊力握れて申訳ありま 第48冊村山醸造著

せん，卿時お待ちを願います）
キクイムシの雄濫

第48冊村山醸造著

キクイムシの生活

ー

林
業
技
術

第49冊 中島広吉著第13輯東大教授･農博中村資太郎箸

造林学入門 ， 北海道の樹種別蓄積

（櫓林の手引）鑛哩鯛 第50冊柴田信男著
挿木の技術造林に関する参考書は多いが実行の手引になる入門書

は極めて少い。現在造林学の最高権威である博士は多年 ′
に亘る研究や調査,見聞からこの度,真に｢植林の手引」 ．｜ 挿穂の発根をうながす新しい方法とその薬剤の選択な

ど，慨良苗木生産の近道について，最近の知見が，わか産なるように本書を特に本会のために執筆された。これ
りやすく説いてある。は造林実行上重要な高度の技術をわかり易く解説された

ものである。林業技術者は勿論一般の造林実行家には
第51冊塩谷 勉著

絶対に見逃詮ない好伴侶と謂うべきであろう。

日本の造林政策
第9輯 片山佐叉箸 いずれも価40円〒8円

油桐ご桐油 大迫元雄著
価80円〒16円（会員70円） 本邦原野に開する研究

B5判・上製函入・211頁・写真108葉原色版16X)
第10輯飯壗肇著

価650円〒65円

魚附林の研究
’ 東京都千代田区六番町七価110円〒16円（会員100円）

－－｜蕊日本赫業技術協會第n輯舘脇操著

電話（33）7627番樹木の形態(樹木學第'編）
振替口座東京60448番

｜｜価125円〒16円（会員110円）
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